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序文

古川市大崎に所在する名生館遺跡は奥少1,1探題大崎氏の居城として有名なばか

りでなく、この 3年間の調査により、古代玉造柵あるいは郡街である可能性が

一段と強まっている。

遺跡は比高10mの河岸段丘に立地し、規模は微地形や遺物の分布状況などか

ら、東西約500m、南北約1,000m程と推定される。昭和55・ 56年度には、瓦の

分布が濃密な城内地区を調査し、四面廂付建物を中心に一本柱による塀で区画

された束西52.5m、南北60.6mの官街中枢部が 8世紀初頭に存在したことを始

め、 7世紀末から 9世紀にかけて一貫して玉造郡内の官街として機能していた

ことを把握できた。

今年度の第 3次調査は、多賀城創建期の瓦が散布し、主要な官街遺構の存在

が想定される小館地区のうち、東半部は昭和45年の土取り工事による遺跡の破

壊が著しいため、小館地区西半部を対象とした。その結果、ここでも掘立柱建

物跡や竪穴住居跡を多数発見し、この地区が 7世紀末頃から 8世紀にかけての

官術ブロックの一つであることが判明するなど多大な成果を挙げることができ

た。

本書はその成果の概要をまとめたものである。特に 8世紀初頭頃の官衝の様

相をある程度把握できたことは極めて有益であったし、それが東北古代史解明

の一資料として活用され、また、本遺跡の保護保存のための一助になれば幸い

である。

調査にあたり、有益な御指導、御教示を賜わった多賀城跡調査研究指導委貝

会の諸先生をはじめ、文化庁、古川市教育委員会、調査地を快く提供された地

主の小野こしん、門脇幸一郎、門脇政造、渡辺伝治、高橋建弥、門脇敏、佐々

木八弥の各氏、調査の準備から埋戻しに至るまでお世話を頂いた笠原良夫氏、

自宅を本部に提供された佐々木文夫氏および直接鍬をとられた地元の諸氏に心

から感謝の意を表するものである。

昭和58年 3月20日

宮城県多賀城跡調査研究所

所長佐藤宏
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例 ロ

1. 本遺跡の地区割りは城内地区にある三角点を発掘基準原点 (0.0)とする直角座標で設

定したものである。発掘基準線の北は第 X系座標の北と一致する。本書で用いた方位は

すべてこの発掘基準線をもとに計測したものである。

2.本書の作成にあたっては当研究所の佐藤宏一、進藤秋輝、白鳥良一、高野芳宏、古川

雅清、後藤秀一、佐藤則之、佐藤和彦、仲田茂司、千葉孝弥か協議・検討を行い、執筆

・編集には主として白鳥良ーと仲田茂司かあたった。またこれらの作業を石川勝子、高

橋みずは、我妻悦子、千葉みどり、伊藤和子、平山三津子、和田容子、岡田富子が援け

た。
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I.調査要項

名生館遺跡

宮城県古川市大崎字名生館、城内、名生小館、名生北館、弥栄

宮城県教育委員会（教育長三浦徹）

古）1|市教育委貝会（教育長 千田清志）

昭和57年10月15日～ 12月20日

多賀城跡調査研究指導委員会委貝長・東北大学名誉教授 伊東信雄

宮城県多賀城跡調査研究所長 佐藤宏一

宮城県多賀城跡調査研究所：進藤秋輝、白鳥良一、高野芳宏、古川雅

清、後藤秀一、佐藤則之、佐藤和彦、仲田茂司、千葉孝弥

東北歴史資料館：藤沼邦彦、岡村道雄、伊藤 信、千葉景一、薩日内

良則、村山斌夫、吉沢幹夫

築館女子高等学校：金野 正、古川工業高等学校：三宅宗議

古川市教育委員会社会教育課：伊藤 隆、石川芳男、千葉功、相沢

広務、吉田功男、中村広志

9.調査参加者 佐々木茂梢、万城目喜一、二郷等、石川勝子、千葉みどり、我妻悦

子、高橋みずは、平山三津子、和田容子、伊藤和子、岡田富子、斗ヶ

沢文子、滝川ちかこ、菅井美由紀、大貫由美子、福原志美子、佃藤康

子、笠原良夫、佐々木文夫、笠原良助、高城春夫、佐々木八弥、大場

正志、門脇幸一郎、佐々木善右ェ門、菅原利惣七、加藤利男、中村鉄

夫、高城キヨ子、笠原ましゑ、菅原たよ、大場とよ子、笠原トシコ、

鹿野田洋子、佐々木はつえ、佐々木もとよ、加藤みき子、鹿野千恵子、

鹿野みさ子、笠原すみ子

10. 調査協力者 地主：佐々木八弥、渡辺伝治、門脇幸一郎、門脇政造、小野こしん、

門脇敏、高橋建弥

本部提供：佐々木文夫
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: II. 多賀城関連遺跡の調査計画

当研究所では古代の陸奥国府である多賀城跡について、年次計画に基づいて継続的な調

壺・研究を行い、その解明に努めている。

一方、宮城県内には多賀城跡の他に、玉造柵、新田柵、牡鹿柵、色麻柵、桃生城、伊治

城、中山柵、覚繁城など文献に名を残す城柵をはじめとして、古川市宮沢遺跡、中新田町

城生遺跡、仙台市郡山遺跡など文献に名の残らない城柵官街遺跡や、色麻町日の出山窯跡

群を・はじめ、多賀城などへ瓦を供給した窯跡などの生産遺跡が存在する。これらは陸奥国

府多賀城と密接に関連するものであり、多賀城を有機的に理解するうえで必要不可欠な遺

跡である。

そこで、当研究所では、多賀城跡調査研究指導委貝会（委貝長 伊東信雄束北大学名誉

教授）の指導のもとに多賀城関連遺跡調査計画を策定し、これらの遺跡の調査・研究を行

っている（表 1)。

昭和49年度を初年度とする第 1次 5か年計画では桃生城跡と伊治城跡の発掘調査を実施

し多大な成果を収めた。

昭和54年度からは第 2次 5か年計画に入り、初年度の伊治城跡に引き続き、第 2年次か

らは名生館遺跡の発掘調杏を実施している。今回の調査は第 2次 5か年計画の第 4年次の

調査にあたり、名生館遺跡の第 3次の調査である。調査は、多賀城創建期の瓦が散布して

おり、城内地区と同様に主要な官街地区と考えられている小館地区の畑地を対象として実

施した（多賀城関連遺跡調査費7,000千円、うち50％国庫補助）。

なお、名生館遺跡については昭和58年度も今回に引き続き、小館地区を対象とした発掘

調査を予定している。

年 度 遺跡名 事 業 内 容 報 告 書

第 49年度 桃生城跡 地形閃作成•第 1 次発掘調査 内郭地区および外郭線の調査 象篇醤悶慮麗馨第 1冊「桃生城跡 I」

次 50年度 桃生 城跡 第2次発掘調査 同 上 ” 第 2冊「桃生城跡II」

5 ヵ 51年度 伊治 城跡 地形図作成

< 52年度 伊治城跡 第 1次発掘調査 外郭線およぴ郭内の調査 ” 第3冊「伊治城跡 I」

53年度 伊治城跡 第 2次発掘調査 郭内の調査 ＂ 第4冊「伊治城跡II」

第 54年度 伊治 城跡 第 3次発掘調査 同 上 ” 第 5冊「伊治城跡III」

次 55年度 名生館遺跡 地形図作成•第 1 次発掘調査 城内地区の調査 ＂ 第6冊「名生館遺跡 I」

5 
56年度 名生館遺跡 第 2次発掘調査 同 上 ＂ 第7冊「名生館遺跡II」

力

； 57年度 名生館遺跡 第3次発掘調査 小館・内館地区の調査 本 書

58年度 名生館遺跡 第4次発掘調査 小館地区の調査

※昭和57年 度 ま で は 実 績 、 昭 和58年度は予定。

第 1表 多賀城関連遺跡調査計画
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III.遺跡の概要

名生館遺跡は古川市大崎に所在する。遺跡は多賀城跡の北約30kmに位置し、北の江合川

と南の鳴瀬川の両河川の流域に広がる箆岳、玉造、大松沢の各丘陵に囲まれた大崎平野

の北西端にあたる。また、江合川の南岸には標高約40m、沖積地との比高約10mの河岸段

丘が北西から南東に延びており、遺跡はこの段丘の東南端付近に立地している（第 1図）。

本遺跡は、北と東は段丘崖によって画され、南は小館地区の南側に東から入り込む小さ

な沢によって限られている。一方、西側は段丘上の平坦面か続ぎ、遺跡がどこまで延びる

のかは地形的には判然としない。こういった状況から、本遺跡の範囲は南北約 1,000m、

東西は遺物の散布状況からみて少なくとも 500mはどであると思われる。遺跡地は現在大

部分が畑地として利用されており、一部は水田や宅地となっている（第 2図）。

この地区は現在古川市に属しているが、 「和名類緊抄」の玉造郡俯見郷にあたるとみら

れる「伏見」か本遺跡の南約 1kmにあることから、古代にはこの地区か玉造郡に属してい

たことはほぱ間違いがないとされている。

遺跡内には古代の土器や瓦か散布しているのをはじめ、中世の土塁や空堀が遺存してい

る。このうち、古代の瓦の散布は城内地区と小館地区の 2か所に集中している。両地点か

ら出土する瓦は文様や製作技法に違いかみられ、城内地区の瓦が山田寺系単弁蓮花文軒丸

瓦、ロクロ挽き重弧文軒平瓦であるのに対し、小館地区の瓦は多賀城創建期の重弁蓮花文

軒丸瓦である。また、本遺跡は中世に奥朴l探題大崎氏の居城である名生城か築かれた場所

でもあり、上塁や空堀などが残る他、「名生館」「城内」「小館」「北館」「内館」などの地名

に当時の名残をとどめている。なお、内館地区からは多量の炭化米が採集されており、倉

庫等の存在が予想された。

本遺跡は古くから研究者に注目されてきている。最初に文献に名かみえるのは、寛政10

年(1798)に里見藤右ェ門か著した「封内土産考」である。里見は本遺跡出土の布目瓦に注目

し、その製作法について鋭い指摘をしたか、瓦は中世大崎氏に関わるものとしている（註 l)。

次いで明治年間には、本遺跡出土の瓦は古代のものとみられるようになり、原秀四郎は

「寺院は瓦葺ぎ」という当時の定説に従って、本遺跡を寺院跡とした（註 2)。大正年間に

は、鈴木省三はこの地区を踏査し、 「玉造軍団跡」に擬定した。鈴木はその中心施設を伏

見宝龍社（伏見廃寺跡）とし、本遺跡をその付属施設跡とみた（註 3)。戦後になると、当時

古川工業高校教師であった佐々木忠雄による踏査により、本遺跡の瓦か伏見廃寺跡の瓦と

同種のものであることが判明した。昭和45年に佐々木茂柏は伏見廃寺跡の発掘調壺を行い、

- 3 -



第 1図 名生館遺跡位置図

1．名生館遺跡 2.伏見廃寺跡 3. 宮沢遺跡 4.城生遺跡 5. 菜切谷廃寺跡

6.ーの関遺跡 7.大吉山窯跡群 8.小林杉ノ下窯跡 9.三輪田遺跡 10. 日の出山窯跡群
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金堂跡と推定される基壇とその周辺から多鼠の瓦を発見し、この寺跡を俯見公の氏寺と推

定し、瓦の年代を平安時代と位置づけた。さらに本遺跡を、同種の瓦が出土することから

「玉造塞」に比定した（註 4)。その後、進藤秋輝により伏見廃寺跡出土瓦の再検討がなさ

れ、この瓦が様式的・技法的に多賀城の創建瓦より遡るものであることが推定された（註5)。

さらに、本遺跡の小館地区からは、土取り工事の際多量の多賀城創建瓦が採集され、本遺

跡と奈良時代の玉造柵との関係が一段と注目されてきた。

ところで、本遺跡の周辺には多賀城と密接な関連をもつ城柵官街遺跡、寺院跡、生産遺

跡が数多く存在する。

本遺跡の南約 1kmには前述の伏見廃寺跡があり、基壇と多数の瓦などが発見されている

（註 4)。また、江合川を挟んで対岸の東方約 5kmには奈良時代後半から平安時代にかけて

の城柵官術遺跡である宮沢遺跡がある。調査の結果、外郭線は時期が異なる築地や土塁で

あり、規模は東西約 1,400m、南北約 850mで平面形は不整方形をなすことが判明してい

る（註 6)。この宮沢遺跡の東南隅に近接して三輪田遺跡があり、ロクロ挽き重弧文や偏行

唐草文の軒平瓦が出土している（註 7）。一方、’本遺跡の南西約 5kmには城生遺跡とその付

属寺院である菜切谷廃寺跡がある。城生遺跡は一辺約 350mの方形であり、周囲は築地に

よって区画されている（註 8)。また菜切谷廃寺跡では金堂とみられる東西12.7m、南北10.8

mの乱石積基壇と多量の多賀城創建期の瓦が発見されている（註 9)。さらに、本遺跡の南

約 9kmには、規模・基壇化粧等で菜切谷廃寺金堂と酷似する基壇をはじめ、多数の掘立柱

建物跡が検出された色麻町一の関遺跡がある（註10)。

また、この地域の丘陵には多賀城創建期の瓦窯が集中して営まれている。本遺跡の東約

2 km、江合川の対岸には大吉山窯跡群があり、南約10kmには日の出山窯跡群がある（註11)。

註 1.里見藤右ェ門「封内土産考」（『仙台叢書』第 3巻 復刻版 1981) 

註 2. 原秀四郎「玉造塞址につきて」『史学雑誌』第19巻18号 1903 

註 3.鈴木省三「玉造軍団及名生城」『宮城県史跡名勝天然紀念物調査報告書第二輯』 1924

註 4.佐々木茂梢「宮城県古川市伏見廃寺跡」『考古学雑誌』第56巻 3号 1971 

註 5.進藤秋輝「東北地方の平瓦桶型作り技法について」『東北考古学の諸問題』 1976

註 6.宮城県教育委員会「宮沢遺跡」『東北自動車道遺跡調査報告書III』1980

註 7.古川市教育委員会『三輪田遺跡』 古川市文化財調査報告書第 4集 1980 

註 8. 中新田町教育委員会『城生遺跡』 中新田町文化財調企報告書第 1・2・4-6集 1978-1982 

註 9.伊東信雄『菜切谷廃寺跡』 宮城県文化財調査報告書第 2集 1956 

註10.宮城県教育委員会「一の関遺跡」『宮城県文化財発掘調査略報（昭和51年度分）』 1977

註11.宮城県教育委員会『日の出山窯跡群』宮城県文化財調査報告書第22集 1970 
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N ．第 1 次•第 2 次調査の成呆

第 1・ 2次調査は、多賀城創建期の瓦より占いとされている山田寺系単弁連花文軒丸瓦

などか集中的に散布する城内地区の水田約 3,600ill1を対象として実施したものである。調

査の結呆、掘立柱建物跡26、一本柱列による塀跡 4、竪穴住居跡44のはか多数の土坑や溝

などを検出した（第 3図）。これらの遺構は重複関係や遺構の方向と規則性、出土遺物など

から A、B、C1、C2、Dの 5期に大別された。各期の椋相は以下のとおりである。

[A期J 7世紀末頃の時期て、オ屈立柱建物跡 7と土坑 1かある。この時期の建物跡の特

徴は、方向か発掘基準線にはは一致するものか多く、杜穴か0.3m-0.5mと小規模て、埋

土か黒色上であることなどである。

〔B期J 8世紀初頭頃の時期で、掘立柱建物跡 4と一本柱列による塀跡 4かある。この

時期の遺構の特徴は、建物跡・塀跡の方向か発掘某準線に一致し、柱穴か一辺l.Om-1.2

mの方形で、埋土か黒色土と黄褐色地山土との互層をなすことてある。これらは、四面廂

付き建物跡を中心建物とし、西には柱筋の揃う 2棟の南北棟を配し、これらの建物に接続

する塀跡によって、方形に区画された一郭を形成している。方形区画は東西 52.54 m、南

北 60.64 mてある。また、四面廂付き建物跡の東には北測杜列をこの建物跡の北入測柱列

に揃えた東西棟かある。なお、中心建物てある四由廂付き建物跡は瓦葺ぎであったことか

確認された。

〔C1期〕 8世紀後半頃の時期て、掘立柱建物跡 2と溝 1かある。この時期の遺構の特徴

は、建物跡・溝跡の方向か発掘基準線にはは‘‘―蚊し、建物跡の柱穴か l辺0.5m-0.7mの

方形でB期に比べてやや小さいことなどである。

〔ら期〕 8世紀後半から 9世紀の時期で、掘立柱建物跡 9、竪穴住居跡12、溝 4かある。

この時期の建物跡の特徴は、方向か発掘基準線に対し、北で西へ15度～30度前後振れてお

り、柱穴か l辺 0.6m程の方形て、埋土か暗褐色土または褐色士であることなとてある。

CD期〕 15世紀頃の時期で、溝 2かみられる。古代の遺構を切っており、中世大崎氏の

名生城に関わるものてある。

以上のような成果から、本遺跡は 7世紀末から 9世紀まての長期間にわたり継続的に営

まれた城柵官術遺跡てあり、 C2期の遺構から出土した「玉厨」の墨書土器などから古代玉

造郡で中心的な役割を果たしていたと推定各れた。
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V.調査経過

今回の調査は、第 1次・ 2次調査を実施した城内地区の南約 500mに位置する小館地区

と、北約 200mに位置する内館地区の 2地区を対象として実施した。

小館地区は城内地区と共に本遺跡内で瓦が散布することで早くから注目されていた場所

である。しかし、昭和45~48年にこの地区で大規模な土取工事が行われ、国鉄陸羽東線の

東側地区は大きな削平を受けてしまい、辛うじてこの際に出土した土器や瓦が佐々木茂禎

氏および万城目喜一氏によって採集され、保管されていた。佐々木氏のご好意により、こ

の資料を借用し、分類した結果、軒丸瓦 2点、丸瓦18点、平瓦66点がみられた（第 4図）。

軒丸瓦には、蓮弁の先端が高く盛り上がる多賀城跡の軒丸瓦130にきわめて近似した重弁

蓮花文軒丸瓦(1)と、色麻町一の関遺跡から出土し「素弁蓮花文」とされているものに特

徴が類似したもの(2)とがある。丸瓦で特徴がわかるものはすべて粘土紐巻き作りで、玉

縁をもつ有段のものである。平瓦には A:桶巻き作りで凸面凹面ともにナデ調整のもの51

点（ 3)、B:桶巻き作りで凸面ナデ調整、凹面布目のもの 2点（ 4)、c:桶巻き作りで凸

面縄叩き目、凹面布目のもの 1点（ 5)、D:凸面平行叩き目で凹面ナデ調整のもの 2点

(6)、E:凸面縄叩き目で凹面ナデ調整のもの 2点（ 7)、F:凸面縄叩き目で凹面布目の

もの 8点(8)がみられる。これらのうち多賀城の軒丸瓦130に近似した軒丸瓦は多賀城創

建期のものとみられ、平瓦でA・Bとしたものもやはり同時期と考えられるものであり、

平瓦の約 8割を占めている。これらの小館地区の土取工事で出土した瓦は、城内地区から

出土した多賀城創建期よりやや年代が古いと考えられる山田寺系の単弁蓮花文軒丸瓦、ロ

クロ挽き重弧文軒平瓦、行基式の無段丸瓦、桶巻き作りで凸面に花文叩き目をもつ平瓦と

の組合せとは特徴を全く異にしており、このことから城内地区のB期の官街中枢部に後続

するものがこの地区に存在したことが想定された。したがって、今回の調査ではこの地区

に想定される官術中枢部を検出することに主眼をおくこととした。

調査に先立ち、地形図により段丘面の地形復元を行った結果、陸羽東線の東側は、土取

工事によりすでに 2~ 3 mほどの削平を受けていることが判明したため、旧地形が残る陸

羽東線の西隣接地を選び、先の目的に加えて、小館地区における遺構の変遷、および当地

区の南端部にある土塁の構造と年代を把握することとした。

内館地区については、この地区の畑地に多量の炭化米が散布することから、古代の倉庫

跡の存在が予想されたため、その解明の手がかりを得ることを目的として調企を実施する

ことにしたものである。
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調査は10月15日に開始し、発掘器材を搬入して小館地区に東西約13m、南北約56mの調

査区を設定した後、 10月16日から表土剥ぎに取りかかった。その結果、調壺区の北半部で

は厚さ0.3m-0.4mの表土下に黒褐色火山灰を主体とする古代の旧表土がみられたが、南

半部では両層の間に古代から中世にかけて堆積しだとみられる第 2層が分布しており、そ

の上面でSD179・180・181・182溝などが検出された(11月1日）。北半部ではこれらの溝に重

複して多数の竪穴住居跡が存在することが判明したため、溝相互の新旧関係を確認し、縮

尺 1/100の略実測を行った。その後、 11月4日からこれらの溝を掘り下げ、ついで第 2層

を除去した。

旧表土上面ないし地山面で遺構検出に努めたところ、調査区の北端部付近では S1170な

どの多数の竪穴住居跡が重複していることや、南半部には SK189土坑や S1176住居跡などが

存在すること、および南西端で当初土琺とみていたものが後に S8160とした掘立柱建物跡

の大規模な柱穴であることなどが明らかになった。そのため11月6日には調査区南端の西

側に幅 6mの拡張区を設定し、 SB160建物跡の検出にあたったところ、その西側柱列が検

出され、これが東西 3間、南北 2間の掘立柱建物跡で、 2時期の重複をもつことか判明した

(11月13日）。これと併行して11月9日にはその他の検出遺構の精査を開始した。竪穴住居

跡の多くは調査区外まで延びているため、それらについては平面形と新旧関係を確認する

のみにとどめ、全形を検出した住居跡を中心に精査を行った。旧表土上面や地山面でさら

に遺構検出を進めたところ、新たに小規模な柱穴をもつ多数の掘立柱建物跡が検出され、

建物の軸線にはほぼ真北方向のものと、西ないし東に大きく偏するものがあることが知ら

れた。両者の新旧関係は真北方向の建物跡が西ないし東に偏するものを切ってより新しい

ものであった。

これらの調杏と併行して11月1日からは土塁部分の杉の抜根および土塁の断ち割り調査

を実施した。その結果、この土塁は基底幅約8.8m、高さ約2,5mの大規模なもので、第 2層

上面に南側から順次盛土して築かれており、中世の名生城に関わるものと考えられた。

一方、内館地区については11月8日に束西51m、南北 6mの調査区を設定し、翌日から

表土剥ぎを開始した。厚さ約 0.3mの表土を除去したところ、調査区の東半部には旧表土

とみられる黒褐色火山灰を主体とする層が分布していたが、西半部は表土下がすぐ地山で

あった。遺構の検出作業を行った結果、旧表土上面および地山面で竪穴住居跡、柱列、中

世の名生城に関わるとみられる多数の溝、土琺などが発見され、この地区にも古代から中

世にかけての遺構が存在することが判明した。これらのうち、中世のSD195溝より新しい

SK196土拡の堆積土上層には多量の炭化米が含まれていたことから、内館地区の畑地に散

布する炭化米はこの時期の遺構に起因するものと考えられた。
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11月29日以降は両地区の平面図および断面図の作成に取りかかり、ついで遺構写真の撮

影を行った。その後、若干の補足調査を行い12月20日にすべての作業を終了した。この間、

11月27日には現地説明会を開催して調査の成果を報道関係者と一般に公開した。

なお、今回の調杏面積は小館地区 850m2、内館地区 306面の計 1,156面である。

VI．発見された遺構と遺物

今回の調査で発見された遺構と遺物について、小館地区、内館地区の順に記述してゆく。

1.小館地 区

小館地区で検出したおもな遺構には掘立柱建物跡11、竪穴住居跡16、土坑 6、溝 5、土

塁 lなどかある（第5-7・9図）。また、調査区内には 3層の自然堆積層が認められた。これ

らの遺構や堆積層から出土した遺物には土師器、須恵器、瓦、紡錘車、土製支脚、砥石、

鉄鏃、鉄斧、絞具、刀子、金環などがある。このうち、出土量の多い土師器、須恵器のお

もな器種についてはあらかじめ以下のように分類しておき、それをもとに各遺構における

様相を述べることにする。

〔土師器〕土帥器はすべて非ロクロ調整のものである。以下杯と甕について分類しておく。

いすれも全形を復元でぎたものか少ないため、技法上の特徴を中心に分類する。

杯は内面調整の特徴により I類：ヘラミガヤ調整され、黒色処理か施されているもの（以

下では内黒という）と、 II類：ナテ調整され、黒色処理か施されていないもの（以下では非

内黒という）とに大別される。 I類は在地の土器で、外面の調整によりさらに A:口縁部

かヨコナデ調整されているものと、 B:口縁部がヘラミガキ調整されているもの、に細分

される。 IA類の底部は丸底ないし丸底気味の平底で、体部の器形では、 1:外面の口縁

部と底部の境に段または稜をもち、内面にそれに対応する屈曲かあるもの、 2:外面には

段や稜をもつか内面には屈曲がないもの、 3 :外面、内面いずれにも段や稜、屈曲をもた

ないもの、に分けられる。 IB類には外面か、 1:黒色処理されているものと、 2:黒色

処理されていないものとがある。 IB類で器形のわかるものは、すべて外面・内面いずれ

にも段や屈曲をもたないものである。 II類は関東地方の土師器の特徴をもつ土器で、外面

はすべて口縁部がヨコナデ調整、底部かヘラケズリ調整されている。底部は丸底ないし丸

底気味の平底で、すべて内湾しながら外傾するか、口縁部の器形では、 A:鋭く外反する
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もの、 B:ゆるやかに外反するもの、 C・．直線的に外傾するもの、 D:直立するもの、 E

：底部から口縁部まて連続的に内湾しなから外傾するもの、 F:内反するもの、に細分さ

れる。これらのうち、 IIA類、 IIB類、 IID類、 IIF類のものは口縁部外面に段ないし軽

い稜をもつものが多い。また、底部のわかる資料では、 IIA類、 IIB類、 IID類、 IIF類

は丸底で、 IIE虔員には丸底のものと丸底気味の平底の両者かみられ、 IIC類は丸底気味の

平底である。

甕は大部分か破片資料て、しかも部位によって特徴が異なるため統一的な基準て分類て

きるものは少いか、ある程度器形か推定し得る資料は、 I類：口緑部に最大径をもつ長胴

形のもの（長胴甕）、 II類：胴部に最大径をもつ胴張形のもの（胴伽甕）、 III類：口緑部に最

大径をもち、 I・ II類に較べて器高か低く、口径と器島の比か 1前後のもの（小形甕）、に

分類することかできる。 I類のものは胴部外面の調整によりさらに IA類:ハケ目調整の

ものと、 IB類：ヘラケズリ調整のものに細分することかでぎる。

〔須恵器〕頃忠器では出土量の多い杯についてのみ分類しておく。

杯には器形的にみて顕著な差異ははとんど認められない。したかってロクロからの切離

し技法および切離し後の調整とその範囲の組み合せにより分類する。切離し技法には、

I :静止糸切りのもの、 II:ヘラ切りのもの、 III:糸切りのもの、 w:．底部全向にケスリ

やナテか加えられ、切離しか不明のもの、がみられる。切離し後の調整には、 A．調繁を

全くうけないもの（以下無調整と呼ぶ）、 B. 手持ちヘラケズリされるもの、 C. 回転ヘラ

ケズリされるものかある。これらについて調整する範囲をみると、 1. 底部のみ調整する

もの、 2. 底部と体部下端に調整のあるもの、の 2者かみられる。これらの組み合せによ

り、杯は IB 2類、 IC 2類、 IIA類、 IIB 1類、 IIIA類、 NB2類、 NCl類、 NC2

類に分類される。

以下、ます基本層序について述べ、ついて各逍構について逍構の種類ことに概要を説明

する。

(1) 基本層序

調査区の層序は基本的に 3層に大別できる。

第 1層 畑の耕作上で、調査区全体を覆っている。厚さは調査区北端部で約 0.3mで、

南へ行く程厚く、南端部では厚さ約 0.8mとなり部分的にさらに 3層はどに細分される。

第 2層 褐色土や暗褐色土を主体とする層で、調査区の北半部およぴ南端部に分布する。

この層は場所によって土色や土性か若干異なり、南端部ではさらに 3層に細分されるか、

いずれも古代の遺構を覆い、上面からは中世の遺構か検出されている。厚さは北半部で約
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0.2m、南端部では約0.4mである。この層からは古代の遺物が比較的多く出土している。

第 3層 黒褐色の火山灰を主体とする層で、調査区のはば全体に分布している。この層

は地山の黄褐色ローム層上に直接堆積しており、古代の遺構はすべてこの層の上面で検出

されている。原さは調査区の北端部で約0.25mと比較的厚く、南端部では約O.lmと薄い。

遺物は全く出土していない。

(2) 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は11棟検出されている。その多くは調査区の北半部に集中し、南半部では

1棟検出されたのみである。これらの建物跡はすべて第 3層上面で検出されており、第 2

層か分布する地域ではすべてそれに覆われている。以下北から順に説明を加える。

SB 151建物跡（第 6図）

調査区北西部で検出した桁行 3間、梁行 2間の南北棟掘立柱建物跡である。本建物跡は

SB156建物跡、 S1170竪穴住居跡、 SD179溝と重複しており、 S1170・ SD179より古いが、

SB156とは直接切り合いがなく新旧関係は不明である。また SB152建物跡とは近接してい

ることから、同時には存在し得なかったと考えられる。柱穴は南妻棟通り下および北西隅

の柱穴を除く 8個を検出しており、うち 3個の柱穴で径 0.2m前後の円形の柱痕跡を確認

している。柱痕跡か判然としなかった柱穴ではその中央に柱位置を想定すると、規模はに

行か約6.9m、梁行が約4.Smで、柱間は桁行か東側柱列で南から2.3m+2.3m +2.3m、西側

柱列で南から2.15m+2.4m + (1間分不明）、梁行は北妻で東から2.4m+(l間分不明）とな

り桁行か約2.3m等間、梁行か約2.4m等間であったとみられる。建物の方向は 2個の柱痕跡

か確認された西側柱列で測ると N17°Wである。柱穴は0.5mX0.6mほどの隅丸長方形で、

深さは最も保存の良いもので約 0.4mであり、埋土は黒褐色上で一手に埋められている。

遺物は出土していない。

SB 156建物跡（第 6図）

調査区北西部で検出した東西 2間、南北 1間の小規模な東西棟掘立柱建物跡である。本

建物跡は SB151建物跡、 SD179溝と重複しており、 SD179より古いが、 SB151との新J日関

係は確認できなかった。また、本建物跡の北側柱列は西約 1.3mに位置する SB152建物跡

の北側柱列に柱筋がほぼ一致している。柱穴は南西隅の柱穴を除く 5個を検出しており、

うち 3個の柱穴で径0.12m前後の円形の柱痕跡を確認している。．柱間は柱痕跡が判然とし

なかった柱穴ではその中央に柱位置を想定すると、桁行が北側柱列で東から 1.25m+ 1. 25 

mで総長約2.5m、南側柱列で東から 1.25m + (1間分不明）、梁行か東妻で約1.3mとなる。

建物の方向は 2個の柱痕跡か確認された南側柱列で測ると E3°Nである。柱穴は一辺が
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0.3m前後の不整方形で、埋土は黒褐色土である。深さは断ち割り調査を行っていないため

不明である。

遺物は柱痕跡から土師器甕の胴部破片か 1点出土している。

SB 152建物跡（第 6図）

調査区北西部で検出した南北 2間、東西 2間以上の掘立総柱建物跡で、調査区の西端に

位置していることから、さらに西に延びる可能性がある。本建物跡は SD179溝と重複して

おり、これより古い。また、 SB151建物跡とは近接していることから同時には存在し得な

かったと考えられる。さらに、本建物跡の北側柱列は東に位置する SB156建物跡の北側柱

列と柱筋かはぼ一致している。柱穴は 7個検出しており、うち 4個の柱穴で径約 0.2mの

円形の柱痕跡を確認している。柱間は東側柱列で南から 1.55 m + 1. 60 mで総長3.15m、北

側柱列で1.59mである。建物の方向はすべての柱痕跡か確認された束側柱列で測ると、 N

2°Wである。柱穴は一辺が0.5m前後の不整方形で壁は斜めに掘られており深さは0.5mほ

どである。埋土は地山ブロックを含む黒褐色土で、 3層に突き固められている。遺物は出

上していない。

SB 153建物跡（第 6図）

調企区北西部で検出した南北 2間、東西 1間以上の掘立柱建物跡で、調壺区の西端に位

置していることからさらに西に延びて東西 2間以上の建物になる可能性がある。本建物跡

はSB154建物跡、 S1174竪穴住居跡、 SD179溝と重複しておりこれらより古い。柱穴は東

側柱列と北側柱列で計4個検出しており、すべての柱穴で径0.15m前後の円形の柱痕跡を

確認している。柱間は東側柱列で南から 1.67m+ 1.86mで総長3.53m、北側柱列で2.28m

である。建物の方向は東側柱列で測ると Nl6° Eである。柱穴は一辺が0.3m前後の方形で、

埋土は暗褐色土である。深さは断ち割り調査を行っていないため不明である。遺物は出土

していない。

SB 154建物跡（第 6図）

調査区北半部で検出した南北 3間、東西 2間の南北棟掘立柱建物跡である。本建物跡は

SB153 ・ SB157建物跡、 SK186土拡、 SD179溝と重複しており、 SB153・ SK186より新し

く、 SD179より古いが、 SB157とは直接の切り合いがなく、新旧関係は不明である。また

本建物の南約1.3mに位置する SB155建物跡とはば同規模で棟通りの柱筋か一致している。

柱穴は SD179に壊されている南西隅の柱穴を除く 9個を検出しており、すべての柱穴で径

0.15m前後の円形の柱痕跡を確認している。建物の規模は平面形に歪みかあるが、桁行が

東側柱列で5.41m、梁行が北妻で3.68mである。柱間は桁行か東側柱列で南から 1.75m + 

1. 96 1h + 1. 70 m、梁行が北妻で東から 1.85 m + 1. 83 mである。ただし、東側柱列では柱痕
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跡か直線上に並ばず、また西側柱列では柱痕跡を結ぶ線が南で大きく西に偏している。建

物の方向は、南北両妻の棟通り下の柱痕跡を結ぶ線で測るとはば真北に一致している。柱

穴は一辺か 0.5m前後の不整方形で、壁はほぼ垂直に掘られ、深さは約 0.5mである。埋

土は黒褐色土や極暗褐色上を主体とし、 2~3層に突き固められている。

遺物は柱穴埋土と柱痕跡から土師器甕の破片かそれぞれ 2点ずつ出土している。

SB 157建物跡（第 6図）

調壺区北半部で検出した東西 3間、南北 2間の東西棟掘立柱建物跡である。本建物跡は

SB154・ SB158建物跡、 SK187土琺と重複しており、 SB158、SK187より新しいか、 SB154

とは直接の切り合いがなく、新旧関係は不明である。柱穴は10個すべてを検出しており、

いずれにも径0.18m前後の円形の柱痕跡を確認している。建物の規模は平面形がやや歪ん

でいるが、桁行が南側柱列で6.00m、梁行が東妻で3.50mである。柱間は桁行が南側柱列

で東から2.04m+ 1. 94m + 2.02m、北側柱列で東から2.06 m + 2. 02 m + 2. 00 m、梁行が東

妻で南から l.74m+l.76m、西妻で南から 1.85m+l.8lmである。この建物の方向は束妻

が真北に一致しているが、南側柱列は西で 2度南に偏している。柱穴は一辺か約 0.5mの

不整方形で壁ははは‘‘垂直に掘られ、深さは約 0.5mである。埋土は黒褐色土や地山ブロッ

クを含む黄褐色土を主体とし、 2~ 3層に突ぎ固められている。遺物は出士していない。

SB 158建物跡（第 6図）

調査区北半部で検出した南北 2間以上、東西 l間以上の掘立柱建物跡で、調査区の東端

に位憤しており大部分か東の調査区外に延びている。本建物跡は SB157建物跡、 SIl73竪

穴住居跡、 SK187土琺と重複しており、 SK187より新しく、 SI173、SB157より古い。柱

穴は西側柱列と北側柱列で計 4個検出しており、うち西側柱列の 2個の柱穴で径0.20mの

円形の柱痕跡を確認している。柱間は、柱痕跡か判然としなかった柱穴ではその中央に柱

位慣を想定すると、西側柱列で南から l.69m + 1.5m 、北側柱列は 1.7m となる。~物の方

向は西側柱列で測ると Nl9°Wである。柱穴は0.6mX0.7mほどの長方形で、埋土は黒褐色

土である。深さは断ち割り調査を行っていないため不明である。

遺物は柱穴埋土から土師器甕の胴部破片か 1点、柱痕跡から土師器甕と須恵器甕の胴部

破片かそれぞれ l点ずつ出上している。

SB 155建物跡（第 7図）

調査区中央部で検出した南北 3間、東西 2間の南北棟掘立柱建物跡である。本建物跡は

SI 175竪穴住居跡、 SD179溝と重複しておりこれらより古い。また、本建物の北約 1.3m 

に位罹する SB154建物跡とはほぼ同規模で、柱筋も一致している。柱穴は SD179に壊され

ている北西隅の柱穴を除く 9個を検出しており、うち 7個の柱穴で径0.15m前後の円形の
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柱痕跡を確認している。柱痕跡が判然としなかった柱穴ではその中央に柱位置を想定する

と、建物の規模は桁行が東側柱列で5.45m、梁行が南側柱列で約3.8mとなり、柱間は桁行

が東側柱列で南から1.85 m + 1. 63 m + 1. 97 m、西側柱列で南から l.8m+l.8m+ (1間分

不明）、梁行が南妻で東から1.95m+l.9m、北妻で東から1.73m + (1間分不明）となる。

ただし、東側柱列の柱痕跡は SB154建物跡と同様に一直線上に並ばない。建物の方向は、

南北両妻の棟通り下の柱痕跡を結ぶ線で測るとはぱ真北に一致している。柱穴は、一辺が

0.45.m前後の不整方形で、壁はほぼ垂直に掘られ、深さは約 0.5mである。埋土は黒色土

と褐色土を主体とし、 4層に突き固められている。遺物は出土していない。

SB 159建物跡（第 7図）

調査区中央部で検出した南北 2間、東西 1間以上と推定される掘立柱建物跡である。柱

穴は西側柱列と北側柱列で計 3個検出したのみであるが、西側柱列の柱間が著しく長いも

のとなるため、これを 2間と推定し、中央の柱穴は SK189土坑によって破壊されたものと

考えた。北側柱列の 2個の柱穴で径約0.16mの円形の柱痕跡を確認している。他の 1個の

柱穴ではその中央に柱位置を想定すると、柱間は北側柱列で1.49m、西側柱列で約 3.4m 

(2間分）となる。建物の方向は北側柱列で測るとEl3° Nである。柱穴は一辺が0.45m前後

の不整方形で、埋土は黒褐色上である。断ち割り調査を行っていないため深さは不明であ

る。遺物は出土していない。

SB 161建物跡（第 7図）

調査区中央部で検出した南北 2間以上の掘立柱建物跡で、調企区の東側に延びる建物の

西側柱列かと思われる。本建物跡は SK189と重複しておりこれより古い。柱穴は 3個検出

しており、すべての柱穴で径0.14mの円形の柱痕跡を確認している。柱間は南から 1.96m

+l.90mである。方向は N4° Eである。柱穴は一辺約0.4mの不整方形で、埋土はにぶい

褐色土である。断ち割り調査を行っていないため、深さは不明である。遺物は出土してい

ない。

SB I 60A • B建物跡（第 9図）

調査区の南西部で検出した東西 3間、南北 2間と推定される東西棟掘立柱建物跡である。

ほぼ同位置でA・B2時期の変遷がみられ、新しい方のBは総柱の建物跡であることから、

古い方のAも同構造であった可能性がある。本建物跡は SD179・ SD182 ・ SD183溝と重複

しており、これらより古い。このうち SD183は本建物跡の東から 2番目の柱穴を完全に破

壊している。

S B160Aの柱穴は 8個検出しており、うち束妻の 2個と西妻の 1個の柱穴で径約 0.3m 

の円形の柱痕跡と北東隅の柱穴で柱抜き取り穴を確認している。柱痕跡および柱穴の位置
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関係から推定すると、規模は桁行が東西両妻棟通り下の柱痕跡で7.38m、梁行か東妻で約

5.4mとなり、柱間は桁行が約2.5m等間、梁行が約2.7m等間とみられる。建物の方向は柱

痕跡が残る東妻で測ると N3°Eである。柱穴はl.OmXl.2mはどの長方形で比較的大型で

ある。壁は垂直に掘られ、深さは最も保存の良いもので約 0.5mである。埋土は地山ブロ

ックを多量に含む黒褐色土である。

S B160Bの柱穴は東から 2間目の柱穴を除く 9個を検出しており、うち南側柱列と東妻

の 5個の柱穴で径0.4m前後の円形の柱痕跡を確認している。建物内部にも柱穴が存在す

ることから、総柱の建物であったとみられる。規模は桁行が南側柱列で8.25m、梁行か東

妻で6.31m、柱間は桁行か南側柱列で東から5.70m (2間分）＋2.55m、梁行か東妻で南か

ら3.02 m + 3. 29 mであり、規模、柱間ともに SB160A建物跡よりも若干大ぎい。この建物

の方向は東妻で測ると N2°Wとなり、 SB160A建物跡に較べて北で 5度西に偏している。

柱穴は一辺がl.Om前後の方形ないしl.lmXl.7mはどの長方形などで、形や大きさにかな

りのバラッキがみられる。壁ははぼ垂直に掘られ、深さは最も保存の良いもので約0.8mで

ある。埋土は黒褐色土や明褐色土で 3~ 4層に突き固められている。

遺物は SB160A柱穴埋土から少量の土器、 SB160B柱穴埋上からは比較的多量の土器、

土製支脚、平瓦が出土している。

S B160A柱穴埋土から出土した土器には土師器甕の胴部破片か 2点、須恵器蓋が 1点、

須恵器片が 1点ある。土師器甕のうち 1点は胴部外面かハケ目調整されている。須恵器蓋

（第 8図 1)は扁平な擬宝珠形のつまみをもち、天井部が回転ヘラケズリされて平坦で、ロ

縁端がほぼ直角に下方に折れ曲るものである。

ー＝ 一三

゜

2 

10cm 

1 I SB160A 柱穴埋土須恵器蓋

2 1 SB160BI柱穴埋土 I土 師 器 1高杯

3 I SB160B 柱穴埋土土製支脚

第 8図 S8160建物跡出土遺物

S B160B柱穴埋土から出

土した土器には土師器の杯

5点、高杯 1点、甕28点、

須恵器の杯 6点、高台杯 2

点、甕 2点かあるかいずれ

も小破片で全体の特徴は知

り得ない。土師器杯の内訳

けは内黒の I類が 4点、非

内黒のII類か 1点で、 I類

には IA類とみられるもの

が 3点含まれている。土師

器の高杯（第 8図 2)は低い
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6 参考：色麻町一の関遺跡出土

4
 

: I :BK[6:［I:：穴埋：I五：笠 1:：［:： 
4 1 s k 189 1堆積土 1軒干九 1顎部

5 第 1 層 軒丸瓦珠文縁4弁花文

第10図小館地区出土瓦

円錐台形の脚部をもつもので、杯部内面はヘラミガキ・黒色処理されている。土師器甕に

は胴部外面がハケ目調整されたものが 8点みられる。須恵器杯には底部に手持ちヘラケズ

リが施されたものか 2点ある。

土製支脚は端部がややひらく径 5cmはどの柱状のもの（第 8図3)か 1点出土している。

平瓦では凸面に纏叩ぎ目、凹面に糸切り痕とそれに重複する布目かみられるもの（第10

図 1)が 1点出土している。

(3) 竪穴住居跡

竪穴住居跡は16軒検出している (SI162-177)。その分布をみると、調査区の北半部に集

中しており、とくに北端部では多数の住居跡が複雑に重複している。これらの住居跡はす

べて第 3層上面で検出されており、第 2層が分布する地域ではいずれもこれに覆われてい

る。 16軒の住居跡のうち、調査区内で全形を検出し精査を行ったのは S1168 ・ 170 ・ 173 ・ 175 
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の4軒だけであり、他の住居跡は調査区外にまで延びているため、 S1163~ 165・ 174・ 176・ 

177の6軒についてのみ検出部分の精査を行い、他の 6軒は平面を確認しただけで精査を行

わずに埋め戻した。以下では全形を検出した 4軒の住居跡と、比較的検出部分の多い SI

165 ・ 176の 2軒の住居跡についてのみ概要を述べ、これ以外の住居跡の検出部分、重複関

係、平面形、規模、方位、構造などについては一括して第 2表に示すことにする。

S 1165住居跡（第 6図）

調査区北端で南半部分を検出した住居跡で、北半部分は調査区の北に延びている。本住

居跡は S1163・164・166住居跡と重複しておりこれらより新しい。とくに S1164は南壁が本

住居跡によって完全に削平され、周溝を残すのみとなっている。壁は急に立ち上かり、約

0.3 mの高さまで残存している。平面形は南辺に対して東辺と西辺が若干鋭角に取りつい

ているので、台形に近い方形になるものとみられる。規模は東西が南辺で約 4.7m、南北

は 1.9m以上となる。南北軸の方位は南辺で

測ると N8° Eとなる。床面は南壁周辺は地山

をそのまま床としているが、 SI164と重複す

る部分には S1164の床面上に明褐色土と黒褐

色土を用いて厚さ 0.1mほどの貼床をしてい

る。周溝は南辺と東辺に認められ、幅0.15m

~0.25m、深さ約 0.1mで、断面はU字形で

ある。周溝埋土は住居内堆積土とは区別され

る。柱穴は 2個検出されており、位置関係か

ら主柱穴と考えられた。いずれにも柱痕跡は

確認されなかったが、柱穴の中心に柱位置を

想定すると柱間は東西が約 2.3m となる。な

お、今回の検出部分ではカマド、煙道、貯蔵

穴などは確認されなかった。

住居跡内の堆積土は 1層のみで、厚さ0.35

mほどの地山の小粒子や木炭を多く含む黒褐

色土である。

遺物は堆積土から土師器 313点、須恵器19

点、刀子かと思われる鉄製品 1点、石斧 1点

が出土している（第11図、第 3表）。土師器に

は杯、高杯、甕、曽iかある。杯には内黒の I

琴 第 1 層

杯 57点 I A 3類(1)、I類(47)、II類(9)
土

師
高杯 1点

器
甕 254点

甑 1点 無底式

須
杯 7点 NB類(1)、NC類(2)

蓋 3点 1点は短頸瓶の蓋か
恵

瓶 2点
器

甕 7点
その他 刀子 1点、石斧 1点

第 3表 S 1165住居跡出土遺物一覧

゜
10cm 

1 第 1層土師器 杯 I A 3類

2 1第 1層 1土師器 1 甕 1胴部外面ヘラケズリ

第11図 S 1165住居跡出土遺物
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類が48点、非内黒のII類が 9点みられ、前者が主体を占めている。 I類には口径10.2cmの

I A 3類の小型杯(1)がみられる。甕は大部分が小破片で、器形を推定し得るものは 1点

(2)のみである。須恵器には杯、蓋、瓶、甕があるが、いずれも小破片である。

S 1168住居跡（第 6図）

調査区北東隅で全形を検出した住居跡である。本住居跡は S1169住居跡と重複してお

り、 これより新しい。また北辺中央部は電柱支線の掘り方によって破壊されている。本住

居跡は残存状況か悪く、壁は0.15mはどの高さを残すにすぎない。平面形は南辺と北辺の

- 口

＼コ、
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ロ
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0

綱

10cm 

杯
一
杯
一
鉢
一
甕
一
甕

ー＿

2
-
3
＿4
-
5

第 2層

床面

床 面

床 面

1未面

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

I A 3類

II B類

底部木葉痕

底部木菓痕

II]類、底部木葉痕

6
-
7
-
8
-
9
 

第 2層

床面

床面

第 1層

土師器

須恵器

須恵器

鉄製品

甕
一
杯
一
杯
鏃

底部木葉痕

IIA類、丸底気味

IIA類、丸底気味

基部欠損

第12図 S 1168住居跡出土遺物

-30-



長さが異なるためやや歪んでいるか、おおむ

ね隅丸方形で、規模は東西3,2m、南北3,lm

である。南北軸の方位は南辺と北辺の中央を

結ぶ線で測るとNl1°Wとなる。床面は西半は

地山をそのまま床としているが、東半には S

1169と童複する部分を中心に黄褐色土を用い

て貼床をしている。カマドは北辺のやや東寄

りに付設されているか、電柱支線の掘り方に

こ 床面・細部 第 2 層 第 1 層

杯 4点
II B類(I)

7点
IA3類(1)

21点 I類(21)
土 I類(3) I類(6)

師 高杯 1点

器
鉢 1点 1点

甕 16点 III類(1) 38点 45点

須 杯 2点 IIA類(2)
声【一‘‘
器 甕 1点

その他 鉄鏃 1点

第 4表 S 1168住居跡出土遺物一覧

よって大部分が壊されており、焚き口部の焼け面と枯土で構築したカマド東袖の一部が残

存するのみであった。周溝、柱穴、貯蔵穴などは検出されなかった。

住居跡内の堆積土は 2層に分けられた。第 1層は地山の小粒子や炭化物を多く含む褐色

土、第 2層は暗褐色土である。第 1層は約 0.2mの厚さで住居跡全面に分布し、第 2層は

きわめて薄く、小範囲にしか分布していない。

遺物はカマド東側の床面から復元可能な土器が数点出土したはか、堆積土第 1層、第 2

層からも比較的多くの土器などか出土した（第12図•第 4 表）。床面から出土した土器には

土師器杯・鉢・甕、須恵器杯・甕かある。土師器杯には内黒の I類が 3点、非内黒のIIB 

類か 1点(2)みられる。土師器鉢(3)は、外面が口縁部にヨコナデ、胴部にヘラケズリか

施され、内面かナテ‘調整された木菜底のものである。また土師器甕には口径15.9cm、器高

14.4cmのIII類（小型甕）のものか 1点(5)と、 I類（長胴甕）とみられるもの(4)があり、い

ずれも底部には木葉痕かみられる。須恵器杯の 2点(7・ 8)はIIA類（ヘラ切り無調整）の

もので、底部は丸底気味で口緑部は若干外反している。第 2層からは土師器の杯と甕が出

土している。杯には内黒の I類が IA 3類の 1点(1)を含み 7点みられる。甕には胴部外

面がハケ目調整され、底部に木葉痕をもつもの(6)がある。第 1層からは土師器の杯、高

杯、鉢、甕および鉄鏃が出土している。杯は21点あり、すべて内黒の I類である。鉄鰈に

は基部を欠くもの(9)か 1点ある。

SI 170住居跡（第 6図）

調在区北半の中央部で全形を検出した住居跡である。本住居跡は SB151建物跡、 S1163 

住居跡、 SD179溝と重複しており、 SB151、S1163より新しく、 SD179より古い。このう

ち、 SD179は本住居跡を南西隅から北辺中央部にかけて大きく破壊している。壁の残存状

況はぎわめて良好で、比較的急に立ち上かり、約 0.4mの高さまで残存している。平面形

は方形で、規模は東西5.9m、南北5.7mで比較的大型である。南北軸の方位はNl2°Wであ

る。床面は地山を叩ぎ締めて床としており、貼床は認められなかった。カマドは検出され
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1 第 1層 須恵器 杯 NB2類 8 第4層 土師器 杯 JI E類

2 第 1層 土師器 杯 I A 3類 ， 第 1層 土師器 杯 II E類

3 第 1層 土師器 杯 I類、内面剥落 10 第 1層 土師器 甕 I B類

4 第 1層 土師器 杯 II A類 1 1 床面 土師器 甕 I B類

5 第 3層 土師器 杯 IIA類 12 第4層 土師器 甕 I A類

6 第 5層 土師器 杯 II A類 13 第5層 鉄製品 鍛具

7 第 1層 土師器 杯 II F類 14 第 1層 鉄製品 刀子 木質部一部残存

第13図 S 1170住居跡出土遺物
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口 □□□6霜
，躾 i
I 

1点 1点1,
l ; 3点

その他 鉄製絞具 1点旦l]口月鉄製品1点 刀 子 1点

4点 4点

刀子 1点、円面硯 1点

第 5表 S 1170住居跡出土遺物一覧

なかったが、北壁周辺に若干の焼土や粘土のブロックが確認されていることから、北壁の

やや東寄りに付設され、それがSD179溝によって壊されたものと推定される。周溝は全周

しており、幅0.15m前後、深さ約 0.1mで、断面は逆台形である。周溝の埋土は住居跡内

堆積土とは区別される。主柱穴は住居跡のはぽ対角線上で 3個検出した。南西隅の柱穴は

SD179溝に壊されたものと考えられる。いずれにも柱痕跡は確認されなかったが、柱穴の

中心に柱位置を想定すると、柱間は東西が2.8m、南北が2.5mとなる。まだ、北束隅の床

面には径約 0.8mの円形のピットがみられた。

住居跡内の堆積土は 7層に分けられた。第 1層は黒褐色土で、 0.15-0.2 mの厚さで住

居跡中央部に分布する。第 2層は地山の小粒子を多く含む黒褐色士で、 0.05mほどの厚さ

でやはり住居跡中央部にのみ分布する。第 3層は黒色土で、O.lmほどの厚さで住居跡のは

ば全面に分布し、中央部では床面に直接のっている。第 4層は黒色土で、0.5m前後の厚さ

で住居跡の東壁付近にのみ部分的に分布する。第 5層は灰黄褐色土で、約 0.3mの厚さで

東半部に分布し床面上に直接のっている。第 6層は炭化物を含む黒褐色土で、 0.04mほど

の厚さで西壁付近の床面上に分布している。第 7層は黒色土で、住居跡の壁際にのみ斜め

に堆積している。

遺物は床面および堆積土第 1~ 5層から土師器、須恵器、鉄製品などが出土している

（第 13図•第 5 表）。床面からは土師器の高杯・甕、須恵器の甕か出土している。土師器の

甕には IB類（長胴形で胴部外面がヘラケズリ調整）のものか1点(11)ある。第 5層からは

土師器の杯と甕、須恵器の甕、鉄製紋具が出土している。土師器杯は内黒の I類が 1点、

非内黒の II類が 3点で、後者には IIA類のものか 1点(6)含まれている。鉄製紋具は比較

的大型のもので(13入刺鉄は反転して基部に付着している。第 4層からは土師器の杯と甕、

用途不明の鉄製品が出土している。杯は IE類のもの(8)で、甕には IA類（長胴形で胴

部外面がハケ目調整）のもの(12)かみられる。第 3層からは士師器杯・甕、須恵器杯・甕、

刀子が出土している。土師器の杯13点はすべて II類で、 IIA類のものが 1点(5)含まれて
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いる。第 2層からは土師器杯・高杯・甕、須恵器杯・甕が出土している。上師器杯の内訳

けは 1類 7点、 II類36点で、 II類が圧倒的に多い。第 1層からは土師器杯・甕、須恵器杯

・蓋・甕、刀子など比較的多量の遺物が出土している。上師器杯には I類か 7点、 II類が

39点あり、前者には口径9.2cmの IA 3類の小形のもの(2)、後者には IIA類(4)、IIE

類(9)、IIF類(7)のものがそれぞれ 1点ずつみられる。土師器甕には IB類（長胴形で

胴部外面がヘラケズリ調整）のもの(10)がある。須恵器杯は 2点あり、うち 1点はW B2 

類（底部全面と体部下端が手持ちヘラケズリ調整）のもの(1)である。刀子は刃部がかなり

禿ているもの(14)で、柄には木質部か付箔している。これらの他に脚部に透かしをもつ円

面硯．の小破片が 1点ある。

S 1173住居跡（第 6図）

調在区北半の東寄りで全形を検出した住居跡である。本住居跡は SB158建物跡、 SK187

土坑と重複しており、これらより新しい。壁の残存状況は比較的良好で、やや斜めに立ち

上かり、約0.25mの高さまで残存している。平面形は東辺・西辺が中央部でやや脹らむ隅

丸の長方形で、規模は東西3.4m、南北2.4mであり東西が 1.0m長い。南北軸の方位は N

12°Eである。床面は中央部では地山をそのまま床としているか、周縁部およびカマドの前

方部には厚さ 0.1mほどの貼床をしている。カマドは北壁のほぼ中央部に付設されている

か、煙道部は削平のため残存していない。このカマドは貼床の上に灰白色の粘土で構築さ

/二二~2
10cm 

3
 

: I : ：: I ::： I : I [；：：欠損 ' 
第14図 S 1173住居跡出土遺物

3 I床面須恵器大甕
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れており、燃焼部は幅約0.4m、奥行約0.6

mで、奥壁が住居跡の北壁付近で急に立ち上

がる構造のものである。周溝は北西部と南東

部で検出され、北東部と南西部では途切れて

いる。幅は0.18m-0.36mで場所によって異

なり、深さは 0.1m前後で、断面はU字形で

ある。周溝埋土は住居跡堆積土とは区別され

遺ヽミ‘‘層‘位 床面・細部 第 2 層 第 1 層

土 杯 2点 I類(2) 10点 III類E(類9)(1) 

塁 甕 8点 2点 86点

須
高台杯 1点

声しハ 蓋 2点

器 甕 1点 大甕 3点 11点

その他 平瓦1点、丸瓦1点

第6表 51173住居跡出土遺物一覧

る。柱穴は全く確認されなかった。また、北東隅の床面には南北0.6m、東西0.4mほどの

楕円形のピットがみられた。

住居跡内の堆積土は 3層に分けられた。第 1層は灰黄褐色土で、 0.2m前後の厚さで住

居跡の全面に分布する。第 2層は焼土や木炭を含む灰黄褐色土で、 0.03m-0.05mの厚さ

で住居跡南端の床面上に部分的に分布する。第 3層は明黄褐色土で、約0.03mの厚さで住

居跡中央部の床面上に薄く堆積している。

遺物は床面と堆積土第 1・ 2 層から土器や瓦が出土している（第14図•第 6 表）。床面か

らは土師器の杯・甕、須恵器の大甕が出土している。土師器杯には内黒の I類が 2点みら

れる。須恵器の大甕(3)は胴張りのもので、胴部下半を欠くため器高は不明であるが胴部

の最大径は50cmほどになる。第 2層からは土師器と須恵器の甕の小破片が少量出土したの

みである。第 1層からは比較的多量の土師器杯・甕、須恵器高台杯・蓋・甕、平瓦、丸瓦

が出土している。土師器杯には内黒})I類が9点、非内黒のIIE類(1)が 1点みられる。

須恵器の蓋（ 2）は天井部を欠く資料である。平瓦と丸瓦はいずれも小破片で、平瓦は凸面

縄叩き目、凹面布目のものである。

S 1175住居跡（第 7図）

調査区中央部の西寄りで全形を検出した住居跡である。本住居跡は SB155建物跡、 SD

179溝と重複しており、 SB155より新しく、 SD179より古い。 SD179は本住居跡の中央部を

南北に大きく破壊している。削平が著しいため壁の残存状況はきわめて悪く、最も保存の

良い所でも 0.1mほどの高さしか残存していない。平面形は方形で、規模は東西 5.0m、

南北4.7mである。南北軸の方位はほぼ真北

方向をとる。床面は中央部では地山を床とし

ているが、周縁部には地山ブロックを含む黒

色土で0.05mほどの厚さに貼床している。周

溝は東半部でのみ検出されている。幅0.1m 

-0.2 m、深さ約0.05mで、断面はU字形で
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± 杯 5点 I A 2類(1)、IIC類(1)、I類(3)

師 椀 1点

器
甕 66点 II類(1)

[ 杯 7点 IIA類(1)、IIB 1類(1)、IVC2類(1)

甕 2点

第 7表 S 1175住居跡出土遺物一覧



ス。周溝埋土は住居内堆積士とは区別される。 主柱穴は北東隅の住居跡対角線上の床面

卦検出されたのみである。北西隅の床面には東西0.7m、南北0.5mはどの楕円形のピ

みられた。なおカマドと煙道は全く検出されておらず、北壁ないし南壁に付設され

ものかSD179溝によって壊されたものとみられる。

跡内の堆積土は 1層のみで、厚さ 0.1mはどの焼土を若干含む暗褐色土である。

刀は堆積土から土師器杯・椀・甕、須恵器杯・甕か出土している（第15図•第 7 表）。

1J器の杯には内黒の I類が 4点、非内黒のII類か 1点あり、 前者には IA 2類のもの

(4八後者には IIC類のもの(5)かみられる。土師器の椀(6)は底部から口緑部まで連続

的に内湾するもので、内面と口縁部外面かヨコナテ‘調整、体部外面か縦方向にヘラケズリ

調整されている。土師器の甕には II類（胴張形）のもの(7)か 1点みられる。須恵器の杯に

はIIA類(1)、IIB 1類(3)、w c 2類(2）か各 1点あるか、いずれも口径は15cm前後で

体部か直線的に外傾するものである。

□ 1 

—--

2 

-_  ~-~ 

3 

一言
三

゜
10cm 

ー
＿

2
-
3
＿
4

第 1層

第 1層

第 1層

第 1層

須恵器

須恵器

須恵器

土師器

5
-
6
-
7
 

第 1層

第 1層

第 1層

土師器

土師器

上師器

杯
椀
一
甕

II C類

口縁部外面・内面ナテ調整

II類

第15図 S 1175住居跡出土遺物
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S 1176住居跡（第 7図）

調査区南半の東端で大部分を検出した住居跡で、東辺部は東の調査区外に延びている。

主な遺構との重複はない。壁の残存状況は比較的良好で、最も保存の良い音防分では約 0.3

mの高さまで残存する。平面形は南西隅が若干丸味をもつがおおむね方形と推定され、規

模は南北2.8m、東西2.7m以上である。南北軸は西辺で測ると N7° Eとなる。床面には全

面か地山ブロソクを含む黒色土で貼床されている。周溝は各辺に認められるか、南西隅で

は一部途切れている。幅0.15m前後、深さ0.05m前後で、断面は V字形である。周溝の埋

土は住居内堆積土とは区別される。南辺付近中央部の床面には径0.55mの円形のピットか

みられた。今回の検出部分ではカマドや主柱穴は確認されなかった。

住居跡内の堆積士は 3層に分けられた。第 1層は灰黄褐色土で、 0.15m-0.3mほどの

厚さで住居跡全体に分布する。第 2層は褐灰色土で、 0.05mほどの原さで住居跡中央部に

部分的に分布する。第 3層は黒褐色土で、 0.1mはどの厚さで住居跡全体に分布し床面を

ニー 亨ノ
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4
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: I :：：: 1 :f;: 1 [：: I:： I IA 1類

3 SI163 堆積土土師器 杯 I A：五

し Sl163 堆積土鉄製品 鏃

5 1 SI176 1 第 1層 I土師器 1 甕 I IA類

6 SIl71 堆積土土師器 甕 I五五

第16図 S1176•S1163•Sll71住居跡出土遺物
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直接覆っている。

遺物は堆積土第 1層から土師器甕（第16図5)、須恵器杯(1)、平瓦の小破片が出土して

いるのみである。このうち平瓦は凸面に格子叩き目、凹面に布目をもつものである。

その他の住居跡出土の遺物

その他の住居跡から出土したおもな遺物は第16図に示したとおりである。

(4) 土拡

土坑は 7基検出している (SK178・ 184~189)。これらの土砿は調査区の東半部に分布し

ている。すべて第 3層上面で検出されており、第 2層が分布する地域ではいずれもこれに

覆われている。各土拡の重複関係、平面形、規模、特徴、出土遺物などについては第 8表に

示したとおりである。これらの土琺を平面形と深さからみると、 A:平面形が小判形を基

調とし深さが0.5m~0.8mと深いもの、 B:平面形が方形を基調とし深さが0.lmほどで浅

いもの、 c:平面形が不整形で深さが一定しないもの、の 3種に分けられる。

Aには SK184、SK185、SK186、SK188の4甚の土拡が含まれる（第 6・ 7図）。これら

のうち、 SK185とSK188は壁が底面近くで若干膨らむ袋状をなし、周縁部に壁の崩落土と

みられる地山のブロックを多量に含む層が堆積しているが、 SK184にもやはり周縁部に同

様の層が認められることから、これらの 3つの土拡は本来は袋状をなしていたものと考え

られる（第17図）。さらに、堆積土を検討すると、 SK184、SK185、SK188では灰や木炭が

土坑のほぼ全面に数枚の薄い層をなして堆積しており特徴的な堆積状況を呈している。こ

れに対して SK186は壁が直線的に立ち上がり、壁の崩落土や灰・木炭の薄い層の堆積は認

められず、前述の 3土坑とは全く異なる（第17図）。したがって Aの土坑は、 A1:SK184 ・ 

土坑 重 複 関 係 平面形 規 模 深 さ 特 徴 遺 物

SK184 SK184→ SI171 小判形 東西 4.0m
約 0.8m

周緑部に壁の崩落土 土師器、須恵器
南北 3.3m 灰や木炭が薄い層をなす 丸瓦

SK185 なし 小判形 東西 3.6m
約 0.7m

袋状で周縁部に壁の崩蕗土 土師器、須恵器
南北 2.8m 灰が薄い層をなす 砥石

SK186 SK186----->SB154 小判形 東西 2.3m
約 0.7m 焼土や木炭を含む 土師器、鉄製品

南北 2.8m

SK187 SK187→SB157・158、S!173 長方形 東西 3.4m
約 O.lm 竪穴住居状 土師器、金環

南北 4.7m

SK188 SB15圧 SK188
歪んだ 東西 3.0m以上

約 0.5m
袋状で周緑部に壁の崩落土 須恵器、平瓦小判形 南北 2.7m 焼士や木炭を含む

SK189 SB161→SK18炉 SD180 不整形 東西 6.5m以上
0 3m-0.7m 

底面の凹凸か著しい 土師器、須恵器
南北 7.3m以上 多量の遺物を含む 鉄鏃

SK178 SK178→SX190土塁 方形か 東西 2.8m以上
約 O.lm 竪穴住居状 なし

南北 2.8m

第 8表土 砿 一 覧
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185・188と、ふ： SK186の 2つのグループと

して把握できる。

Bには SK178とSK187の2基の土士広がある

（第 6 • 9図）。いずれも平面形が竪穴住居状

をなし、住居跡の可能性もあるが、 SK187に

はカマド、周溝、柱穴などか全く認められな

いこと、 SK178は部分的な検出であることか

ら土坑としたものである。

Cには SK189士坑がある（第 7図）。この土

坑は底面の凹凸が著しく、複数の小土士広が密

集した状況をなすが、明瞭な新旧関係が認め

られないことなどから同一の土拡と考えたも

のである。堆積土からは上師器、須恵器を中

心に多量の遺物が出土した。

以下、各士坑の遺物について簡単にみてゆ

く。

S K I 84 ・ I 85 ・ 188土拡出土の遺物

SK184土坑からは比較的多量の遺物が出土

しており（第18図）、これらは上層の遺物と底

面に近い下層の遺物に大別される。下層の遺

物には土師器杯・鉢．甕、須恵器蓋・甕があ

る。土師器杯には非内黒の II類が3点みられ、

これには IID類のもの 1点(1)が含まれてい

る。上層の遺物には土師器杯・高杯・甕、須

恵器杯・短頸瓶・甕のほか、丸瓦片か 1点あ

-」

N- -s 

木炭層

翌 5．灰層

疇壁崩落士

SK185 

SKI84 

SK186 

゜
2 m 

第17図土拡断面図

る。土師器杯には内黒の I類が 8点、非内黒のII類が 1点みられる。須恵器短頸瓶(2)は

体部が楕円形を呈する小型のもので、口縁部を欠く。

SK185土坑からはごく少量の土師器杯・甕、須恵器杯・甕が出土している（第18図）。須

恵器杯には丸底気味のNC2類（底部全面と体部下端か回転ヘラケズリ調整）が 1点(3)み

られる。

SK188土拡からは比較的多量の土師器杯・甕、須恵器杯・高台杯・蓋・甕、および平瓦

1点が出土している（第18図）。土師器杯には内黒の I類が23点みられる。須恵器杯には I
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堆積土下層 I土師器 I 杯 IIID類 I 5 SK188 堆積土 I須恵器 杯 II B 2類

2 I SK184 I堆積土上層 須恵器 短頸瓶 6 SK188 堆積土 I須恵器 杯 INC 2類

3 / SK185 /堆積土 須恵器 杯 WC 2類 7 SK188 堆積土 I須恵器 蓋 Iリング状つまみ

堆積土 須恵器 杯 WB 2類

第18図 SKl.84、SK185、SK188土拡出土遺物

B 2類（静止糸切りで底部周縁と体部下端が手持ちヘラケズリ調整）のもの 1点(5)、W B

2類（底部全面と体部下端が手持ちヘラケズリ調整）のもの 1点(4)、NC2類（底部全面と

体部下端が回転ヘラケズリ調整）のものか 2点(6)ある。須恵器蓋は平坦な天井部にリン

グ状のつまみを持つもの(7)が 1点出土している。また、平瓦は凸面に縄叩き目、凹面に

布目がみられるものである。

SK 186土拡出土の遺物

SK186土址からは上師器杯・高杯・甕、須恵器甕の小破片と、鎌かとみられる鉄製品が

1点出土している。士師器杯には内黒の I類か18点、非内黒のII類が 1点みられる。

SK 178・187土拡出土の遺物

SK178・187土拡からはごく少量の土師器、須恵器の小破片か出土したのみである。上器

以外では SK187土坑から金銅製の金環（図版16の1)か 1点出土している。

SK 189土坑出土の遺物（第19図）

SK189土坑からは多量の土師器、須恵器が出土しており、なかでも須恵器は量、器種と

もに豊富である。土器以外には少量の軒乎瓦、平瓦、丸瓦、砥石、鉄滓などがみられる。

土師器には杯と甕がある。杯には内黒の I類と非内黒の II類かみられ、前者が圧倒的に多

く、 IB 2類のものか 1点(1)含まれている。須恵器には杯、高台杯、双耳杯、誤かある。

杯には IIA類（ヘラ切り無調整）のものが10点(2-6・8-10・12・13)、IIIA類（糸切り無調整）

のものが 2点(7)、WC 1類（底部全面か回転ヘラケズリ調整）のものか 1点(11)みられ、

IIA類が圧倒的に多い。 IIA類のものには底部か丸底気味のもの(2~5)がある。 2と13に

は底部外面に「市」とみられる墨書か認められる。高台杯は体部下半に直線的な稜をもち、
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1 堆積土 土師器 杯 I B 2類 10 堆積土 須恵器

2 堆積士 須恵器 杯 IIA類墨書「市」ヵ 11 堆積土 須恵器

3 堆積土 須恵器 杯 IIA類 12 堆積士 須恵器

4 堆積土 須恵器 杯 IIA類 13 堆積土 須恵器

5 堆積土 須恵器 杯 II A類 14 堆積土 須恵器

6 堆積土 須恵器 杯 IIA類 15 堆積土 須恵器

7 堆積士 須恵器 杯 IIIA類 16 堆積土 須恵器

8 堆積士 須恵器 杯 IIA類 17 堆積土 須恵器， 堆積士 須恵器 杯 IIA類 18 堆積土 須恵器

第19図 SK189土砿出土遺物
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底部には外側にふんはる高台をもつものか 6点(14~18)出土している。高台の高さでは

1.5cmはどの比較的高いもの(14・16・17)と、 0.8cmはどの低いもの(15・ 18)かみられる。 16

は稜がやや不明瞭で、底部外面には「厨」かとみられる墨書か認められる。軒平瓦には第

2層出土の軒平瓦（第10図 2)と同種とみられる軒平瓦の小破片か 4点ある（第10図3・4)。

平瓦は凸面が縄叩き目、凹面か布目のものである。

(5) 溝・ 土 塁

溝は 5本検出している (SD179-183)。これらのうち SD179、SD181、SD183は南北溝、

SD180とSD182は東西溝である。 SD179とSD180は第 2層上面で検出した。各溝は多数の

掘立柱建物跡、竪穴住居跡、士坑などと重複しており、いすれもこれらを壊している。ま

た、溝相互の重複関係を整理すると、 SD183→ SD182→SD179→ SD181、SD180→SD179

となり、 SD183・ SD182とSD180の新旧関係は不明である。各溝からは土師器（第20図1)、

須恵器、瓦、鉄斧、鉄滓などか出土しているか、いすれも量は少なく、土器や瓦は小破片

である。それぞれの溝の方向、規模などは第 9表にホしたとおりとなる。

SX190土塁は調査区の南端に位罹し、東西に延びている。現在、土塁の高まりは50mは

どの長さまで確認でき、その東端は国鉄陸羽東線の敷設時に切断されている。土塁の南側

にはこれに沿って延びる空堀状の大溝がみられる。今回は土塁の断面観察により、その構

造と年代を把握することに主眼を置ぎ、大溝については調査を行わなかった。

土塁東端で断ち割り調査を行った結果（第 9図）、 SX190土塁は基底輻約 8.8m、残存高

約 2.5mで、 SK178土坑など古代の遺構を覆う堆積層第 2層の上面に構築されていること

か判明した。積土は灰黄色土、にふい黄橙色土、黒褐色土などで17層に細分されるか、い

ずれも南側から北側に大ぎく傾斜している。したかって、この土塁は外側から内側に順次

積み上げて構築されたものであることか知られる。各積土の厚さは0.05 m -0. 40 mて一定

していない。積土中からは須恵器や瓦の小破片か少量出土した。また、土塁の北裾には厚

溝 I方向 I長さ I

SD179 

SD180 

SD181 I南北（南： NO° ) 26m、さらに北
北： N8°W に延びる

SD182 I東西(W18° N) l 
17m、さらに西

［一 に延ひる

SD183 南北(NO
0 1 

） 
6m、さらに南

1 北に延びる I約 2.4m 約 o.7mI甜） 0.7mIV字状 Iなし

第 9表溝一覧
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1 SD179 土師器 杯 I B 1類 8 第 1層 須恵器 蓋 かえりをもつ

2 溝 土師器 杯 II A類 ， 第 1層 土師器 杯 IIA類

3 土塁下第 2層 須恵器 杯 III A類 10 第 1層 土師器 杯 I B 2類

4 第 2層 須恵器 杯 NCl類 11 第 1層 須恵器 杯 I C 2類

5 第 2層 須恵器 杯 IIA類 12 第 1層 須恵器 杯 WB 2類

6 第 2層 須恵器 杯 有蓋杯身 13 第 1層 須恵器 杯 NCl類

7 第 2層 須恵器 杯 I C 2類 14 第 1層 須恵器 杯 NB2類

第20図溝、第 1• 2層出土遺物

さ1mほどの崩壊士が認められた。

(6) 第 1層・第 2層出土の遺物（第20図）

第2層から出土した遺物には土師器、須恵器、円面硯、紡錘車、軒平瓦などがある。須

恵器杯には、 IC 2類（静止糸切りで底部周縁と体部下端が回転ヘラケズリ調整）のもの

(7)、IIA類（ヘラ切り無調整）のもの(5)、IIIA類（糸切り無調整）のもの(3)、NC1類

（底部全面が回転ヘラケズリ調整）のもの(4)がみられるほか、口縁部が内傾し、蓋の受部

をもつ丸底の杯（ 6）もある。円面硯は硯部から脚部上半にかけての小破片である。紡錘車

（図版16の4左）は、須恵器甕の胴部破片を研磨した円板の中心に穴を穿ったものである。

軒平瓦には瓦当部か無文で、顎部に波文が描かれたもの（第10図2)がある。
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第 1層から出土した主な遺物には土師器杯 IB 2類(10)、IIA類(9)、かえりをもつ須

恵器蓋(8)、須恵器杯 IC 2類(11)、NB2類(12・ 14)、NCl類(13)、および脚部に 4

本 1組の平行刻線文と方形の透かしをもつ円面硯（図版16の3右下）、土製紡錘車（図版16

の4右）、軒丸瓦（第10図5)かある。軒丸瓦は瓦当部の小破片であるか周緑に珠文がめぐっ

ており、参考として第10図 6にあげた色麻町一の関遺跡出土の軒丸瓦と同氾のものとみら

れる。

2. 内館地区

内館地区で検出した遺構には、柱列 1、竪穴住居跡 1、土坑 2、溝10などがある（第21図）。

これらの大部分は地山である黄褐色火山灰層上面で検出したか、調査区東部には厚さ 0.3

mはどの旧表土である黒褐色火山灰を主体とする層か分布しており、この部分ではこの層

の上面で土琺や溝を検出した。以下主要な遺構について述べる。

SA208柱列跡

調査区西部の地山面で検出した東西 3間以上の柱列である。本柱列は SD202・203・204・ 

205・207溝と重複しており、 SD203より新しく SD204より古いが、 SD202・205・207とは直接

の切り合いがなく新旧関係は不明である。 4個の柱穴のうち東西両端の柱穴で径約 0.2m 

の柱痕跡を確認している。それによると、 3間分の長さは7.38mであり、柱間はおよそ2.5

mと思われる。方向はE36'Nである。柱穴は一辺が0.7m-l.Omの不整方形で、深さは約

0.45mである。埋土は褐色土や地山ブロックを含む極暗褐色土などである。遺物は出土し

ていない。

S 1197住居跡

調査区中央部の地山面で北半部を検出した住居跡である。本住居跡は SD198溝と重複し

ており、これより古い。

平面形は方形で、北辺の長さは約 5.1mである。本住居跡は平面を確認しただけで精査

を行っていないため、周溝、カマドなどの施設については不明であるか、部分的に検出し

た床面は地山を固く叩き締めたものである。住居内堆積土は暗褐色土や地山の粒子を多鼠

に含む褐色土などからなる。床面直上の堆積土中には多量の炭化物か含まれていることか

ら、本住居跡は火災によって廃絶したものと思われる。堆積土中より枯板岩製の砥石か出

土している。

SKl96土拡

調査区東部の旧表土上で検出した土坑である。本土坑は SD195溝と重複しており、これ
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より新しい。長径2.4m以上、短径約1.2mの長楕円形で、深さは約0.7mである。堆積上は

7層に細分され、上層の第 1層、第 2層（暗褐色土）には炭化米か多量に含まれている。第

3層以下は地山ブロソクを多量に含む暗褐色土などで、人為的に埋め戻された層である。

遺物は出土していない。

S K20 I土坑

調査区西部の地山面で検出した土坑て、さらに調査区外へ延ひている。本＿t:I広は SD202

・207溝と重複し、これらより古い。部分的な検出で精代を行っていないため、平面形や規

模は不明である。遺物は出土していない。

SD 195溝

調査区東部の旧表土上で検出した南北溝で、さらに調脊区外へ延ひている。 SK196土坑

と重複しており、これより古い。上端幅は約5.0m、下端幅は約1.3m、深さは約1.9mであ

り、断面形は下半部か逆台形を呈し、その上部の両側に幅0.4-0.6mはどのテラス状の平

坦面をもちさらに斜めに立上かっている。堆積土は地山の小ブロ／クを多量に含む黒褐色

土や陪褐色土、極暗褐色土などである。堆積士中より須恵器杯・甕、土師器甕、青磁皿

（図版16-6)、中世陶器甕か出土している。

SD 198溝

調査区中央部の地山面で検出した南北溝で、南側はさらに調査区外へ延びている。 SI 

197住居跡と重複し、これより新しい。上端幅は約0.8m、下端幅は約0.5m、深さは約0.3

mであり、断面形は逆台形を呈する。堆積土は灰白色火山灰を多量に含む暗褐色土てある。

遺物は出土していない。

SD 199溝

調査区西部の地山上て検出した南北溝で、さらに調査区外へ延びている。 上靖幅は約2.6

m、下端幅は約0.6m、深さは約1.3mてあり、断面形は逆台形を呈する。堆積土は11層に

細分され、上層（第 1~ 8層）は地山の大苔めのブロ／クを多量に含む黒褐色土や極暗褐色

土などであり、人為的に埋め戻されている。下層（第 9~11層）は賠褐色や明赤褐色の砂て、

水性の自然堆積層てある。堆積土上層より土師器甕、弥生土器、石臼（図版16-8)か出土し

ている。

S D200 ・ 202 ・ 205溝

これらは方向、規模、埋土などで共通するので、一括して記述する。いすれも調査区西

部の地山面で検出した南北溝て、さらに調査区外へ延ぴている。これらのうち、 SD202は

SK201士坑、 SD203・207溝と重複し、 SK201とSD203より新しく、 SD207よりは古い。ま

た、 SD202・205はSA208柱列跡と重複しているか、直接の切り合いかなく新旧関係は不明
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である。いすれも規模は上端幅か0.5m-0.7m、下端幅が約0.3m、深さか0.4m前後であ

り、断面形は逆台形を呈する。堆積土は地山の粒子が混じる暗褐色土である。 SD202埋土

中より須恵器甕か出土しているか、他からは遺物は出土していない。

SD203溝

調査区西部で検出した南北溝で、さらに調杏区外へ延びている。 SA208柱列跡、 SD202

・204・207溝と重複し、いずれよりも古い。上端幅は重複する溝のため正確には知り得ない

か2.lm以上で、下端幅は約1.6m、深さ約l.Omであり、断面形は逆台形を呈するものと思

われる。堆積土は下層か地山の粒子か混じる黒褐色土や陪褐色土などで、上層には厚さ約

O. lmの灰白色火山灰の自然堆積層かみられる。堆積土中より須恵器甕、土帥器甕か出土し

ている。

S D207溝

調査区西部で検出した南北溝で、北側はさらに調査区外へ延びている。他のすべての溝

の方向か北で20度前後西へ偏するのに対し、この溝の方向は北て20度はど東へ偏している。

SA208柱列跡、 SK201土坑、 SD202 ・ 203 ・ 204溝と重複し、 SK201、SD202・203よりも新し

< SD204よりは古いか、 SA208とは直接の切り合いかなく新旧関係は不明である。上端幅

は約 0.9mであるか底面まで掘り下げていないため下端幅、深さ、断面形などは不明であ

る。遺物は出土していない。

SD204溝

調査区西部の地山面で検出した南北溝で、さらに調査区外へ延びている。 SA208柱列跡、

SD203・207と重複し、これらより新しい。上端幅は約1.5m、下端幅は約0.5m、深さは約

l. 2mであり、断面形は V字状を呈する。堆積土は地山ブロソクを含む暗褐色土や極陪褐色

土などである。堆積土中より格子叩き目の平瓦と石臼か出土している。

SD206溝

調査区西端の地山面で検出した南北溝で、さらに調査区外へ延びている。部分的な検出

のため、上・下端幅は不明である。深さは約 l.Omで、断面形はロート状を呈すると思わ

れる。堆積土は地山ブロ／クを含む黒褐色土や暗褐色土などである。遺物は出土していな

vヽ
゜
第 1層など出土の遺物（第22図）

第 1層からは瓦や土器などか少量出土している。いずれも小破片で図示できるものは少

ない。瓦には平瓦と丸瓦があり、平瓦には花文、格子、織の叩ぎ目かみられる。土器には

須恵器杯・高台杯・甕、土師器杯・甕、中世陶器甕かある。中世陶器甕(1)は肩部の破片

で常滑窯の製品と思われる。他に弥生土器と思われる土器片か出土している。土製品には
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旧石器時代

第22図 内館地区出土遺物

輌の羽口とt甘禍かある。石製品には板碑、石臼、砥石がある。板碑(2)の石材は枯板岩で

あり、表面には梵字かとみられる文字か刻まれているか判読できない。

他に地山の黄褐色火山灰層より旧石器時代の頁岩の剥片(3)が出土している。
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VII.考 察

1.小館 地区

今回の調査で検出したおもな遺構は掘立柱建物跡11、腎穴住居跡15、土拡 7、溝 5、土

塁 1などである。以下、これらについて遺構の変遷、年代などを検討し、本地区の性格を

述べる。

(1) 遺構期の設定

小館地区を検出した遺構を重複関係により整理して示すと次のようになる。

〔第 3層上面ないし地山面検出〕

(1) S B 151 ~ S I 1 7 0 

SI 162 ----------> SI 163<  

SI164 ~ SI165 
------一一------

S I 166 ~ S I 167 一SI 169 ====:→ SI 168 

［第 2層上面検出〕

(2) SK184→ SI 171 

(3) 

SB153-→ 
/―  

S 1174--□ 
SD179 I--------+ SD181 

(4) SB155-—• S I 175 - 土— ） 

(5) SB152 --t □ 
、9

(6) SB156~~~ 

') SB 158 ------> SK 187-―→ 

＼ 
SI 173 

(8) SB159 -—• SK188 

(9) SB161 —• SKl89- -／／ SD18 

SB160A→ B SD183 —• SD182 

重複関係なし： SK178、SK185、SI172、SI176、SI177、SX190

（＇ 

以上のうち、 SD180、SD183以降の 5本の溝と SX190土塁は第 2層上面で検出されたも

のであり、他はすべて旧表土である第 3層上面ないし地山面で検出きれている。以下検出

面ごとに検討する。

(i)第 3層上面および地山面で検出した遺構群

掘立柱建物跡
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まず建物跡の柱穴について検討する。柱穴の形状には不整方形のもの、長方形のもの、

円形のものなどがみられるが、同一の建物跡で異なる形状の柱穴が混在している場合もみ

られさまざまである。柱穴の規模をみると、 A: 0.3-0.6mほどの小規模なものと、 B:

1.0~1.7mほどの大規模なものとに分けられる。形状との関係では Aには不整方形、長方

形、円形を基調とするものが含まれ、 Bには長方形を基調とするものがみられる。

つぎに建物跡の南北軸の方向についてみると、 I:北で西に偏するもの、 II:ほぼ真北

方向のもの、 III:北で束に偏するものの 3者に大別できる。 Iは13゚～19゚ 西偏しており、

IIは2゚ 西偏するものから 4゚ 東偏するものまでがみられ、 IIIは16゚ 束偏している。

以上述べた柱穴の規模と建物跡の南北軸の方向をもとにすると、建物跡は次の 4つのグ

ループとして把握することができる。

①A Iの特徴をもつ建物跡……SB151・ 158 ・ 159 

②A IIの特徴をもつ建物跡……S8152・ 154 ・ 155 ・ 156 ・ 157 ・ 161 

③AIIIの特徴をもつ建物跡……SB153

④ B IIの特徴をもつ建物跡…… SB160A・ B 

これらについて前述の重複状況にもとづいて新旧関係を検討してみると、 (3)で③→②、

(7)で①→②の重複がみられ、①・③→②といった変遷が知られるが、①と③の新旧関係は

不明である。後述する他の遺構との関係をみると、 (1)• (3) • (4) • (7) • (8) • (9)の重複関係か

ら、①は④・◎住居跡、⑤ • R土坑より古い、②は⑤ • R土琺より新しく＠住居跡・c土

坑より古い、③は④住居跡より古い、ことが知られ、璽複関係で①、③より古い遺構は全

くみられない。

竪穴住居跡

竪穴住居跡は全形を検出したものが少ないため規模、構造、カマドの付設位置などにつ

いて比較検討することは困難である。そこで平面形のみ検出した住居跡でも検討可能な南

北軸の方向をもとにすると、竪穴住居跡はおおむね次の 3つのグループとして把握するこ

とができる。

＠南北軸が北で西に偏する住居跡……S1162 ・ 166 ・ 168 ・ 169 ・ 170 • 174 

＠南北軸がほぼ真北方向の住居跡……S1163 ・ 164 ・ 167 ・ 175 ・ 177 

◎南北軸が北で東に偏する住居跡……S1165 ・ 171 ・ 173 ・ 176 

④では11°~12゚ 西偏するものが大部分を占めており、＠には2゚ 西偏するものから 2゚東偏

するものまで、◎には5゚～12゚ 東偏するものがみられる。これらについて璽複状況をもとに

新旧関係を検討すると、 (1)でQト→＠←{⑦ •◎、@}{》、 G←◎ •◎、 Gヒメ④・＠）の重複が

みられ、おおむね0-◎→◎といった関係が認められるが、①→＠→④の重複もみられる
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(1) 
① 
SB151 

(2) 

① 
SI 170 

① ◎ 
SI 162→ SI 163 

／ 

◎ ＼ら
SI 164)  SI 165 

⑦~@ 
S I 16 6 ~ S I 167 

① /c  
SI 169~ SI 168 

① 0 
SK184→ SI 171 

(3) 

SD181 

(4) 

(5) 

(7) 

／ ／ロ(8) 
① 
SB159 

(9) 

O
I
 

9

9

 

〔A期〕

ことから、南北軸の方向にもとついたグループかそのまま時間差をホすとは必ずしも言え

ない状況もみられる。掘立柱建物跡および後述する土坑との関係をみると、 (1)、（2)、（3)、

(4)、（7)、

第10表

[D期）

遺構の分類とその重複状況

の重複関係から、⑦は①・③建物跡、◎は②建物跡、らは⑤・⑯上拡よりもそれ

ぞれ新しいことか知られ、重複関係で⑦～〇よりも糾しい遺構は全くみられない。

土坑

土坑については前章ですでに形状と深さなどを基準として以下の 4グループに分けてい

る。

⑤ ：平面形か小判形を基調とし、深さか0.5~0.8mと深く、壁か袋状をなし、灰・木炭
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の薄い層の堆積がみられるもの…… SKl84 ・ 185 ・ 188 

＠ ：平面形が小判形を基調とし、深さが0.5-0.8mと深く、壁が直線的で灰・木炭の薄

い層がみられないもの… •••SK186

⑪ ：平面形か方形を基調とし、深さがO.lmほどの浅いもの…… SKl78 ・ 187 

c:平面形が不整形で、深さが一定しないもの…… SK189

各グループの新旧関係は、土琺同士の重複がみられないため不明である。他の遺構との

関係をみると、 (2)• (3) • (7) • (8) • (9)の重複関係から、⑤は①建物跡より新しく◎住居跡よ

り古い、＠は②建物跡より古い、Rは①建物跡より新しく②建物跡・◎住居跡より古い、

cは②建物跡より新しい、ことか知られる。

以上検討した掘立柱建物跡、竪穴住居跡、土琺の新旧関係をまとめると第10表のように

なる。この表により、南北軸が真北にほぼ一致する②建物跡を基準にして各遺構群を再構

成すると、②建物跡よりも古い①・③建物跡・⑤・⑪土琺と、②建物跡より新しい＠～◎

住居跡・c土坑に大別することがでぎる。したがって、小館地区の第 3層上面および地山

面で検出した遺構については次のA~Cの遺構期を設定することが可能である。

〔A期〕 ①建物跡…… S8151・ 158 ・ 159 

③建物跡…… SB153

⑤土琺・・・・・・・・ •SK186

®土坑••……•SK178 ・ 187 

〔B期〕 ②建物跡…… SB152・ 154 ・ 155 ・ 156 ・ 157 ・ 161 

〔C期〕 ＠住居跡…… SI162 ・ 166 ・ 168 ・ 169 ・ 170 • 174 

◎住居跡•… ••SI 163 ・ 164 ・ 167 ・ 175 ・ 177 

◎住居跡...… S1165・ 171 ・ 173 ・ 176 

©土菰••…… SK189

その他・・・・・・・・・SI172 

A期には①建物跡と③建物跡が含まれているが、両者は南北軸の方向が全く異なる建物

跡であることから時期を異にする可能性が強いが、その新旧関係は把握できていない。ま

たこの時期の遺構には①建物跡→R土坑という重複もみられることから、 A期はある程度

の時間幅をもっていたものとして把握することが妥当と考えられる。

B期の②建物跡についてみると、 S8154とSB157は新旧関係は不明であるが、位置的に

重複しており、同時には存在し得ないことから、やはり建て替えの時間幅を考慮する必要

がある。

C期の竪穴住居跡については④～◎を一括して同時期としたが、前述したように南北軸
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によって分類したグループが必ずしも同時期とは言えない状況かみられることや、 B期の

建物跡との新旧関係を把握できたものが少ないことなどから、これらの中には C期よりも

古いものが含まれている可能性もある。重複状況をみると、調査区北端部では近接してい

るものも含めると最大で4時期までの変遷か推定でき、竪穴住居は比較的長期間にわたっ

て存在していたものと考えられる。

なお、①建物跡より新しく 0住居跡よりは古い⑤土坑、および他の遺構と重複関係をも

たない①建物跡がA~Cのいずれの時期に属するかは決め得なかった。これらについては

年代の検討をまって遺構期を推定したい。

(ii)第 2層上面検出の遺構群

第 2 層上面で検出された遺構には溝と上塁がある。溝には、 SD183→ SD182→ SD17~

SD181、SD180→SD179という新旧関係が認められるか、これらは SX190土塁と共に中世

大崎氏の居城であった名生城に関わる遺構とみられ、城内の区画溝と考えられる。遺構期

としてはこれらを D期とする。

〔D期〕 土塁••… •SX190

溝・・・・・・・・・SD179・ 180 ・ 181 ・ 182 ・ 183 

(2) 遺構期の年代

A期の建物跡や上坑からは少量の土師器、須恵器の小破片が出土している。このうち⑤

のSK186上坑には士師器杯の I類が18点、 II類が 1点みられる。 I類はいずれも内黒でロ

縁部外面がヨコナデ調整された栗囲式と考えられるものである。

B期の建物跡では SB154とSB156の柱穴からごく少量の土師器甕の小破片か出土したの

みで、遺物により年代を推定することは困難である。

C期の竪穴住居跡およびcのSK189土坑からは多量の土器が出土している。これらのう

ち、まず全面を精査し比較的多量の土器を出上した S1168、170、175住居跡について検討

してみたい。

S 1168住居跡からはカマド東側の床面から土師器杯・鉢・甕、須恵器杯・甕か比較的ま

とまって出土している。土師器杯には内黒の I類が 3点、非内黒の IIB類が 1点あり、 I

類はすべて栗囲式とみられるものである。また、上師器鉢や甕では底部に木葉痕をもつも

のが多い。須恵器には IIA類とした丸底気味のヘラ切り無調整の杯が 2点みられ、いずれ

も器形や法量は色麻町日の出山窯跡（註 1)や田尻町木戸窯跡（註 2)出土の杯にきわめて類

似している。また、堆積土第 2層からは高清水町観音沢遺跡出土の杯（註 3)に近似した特

徴をもつ栗囲式の上師器杯 IA 3類が出土している。
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Sl17(）住居跡では床面出土の土器は少ないか、堆積tからは比較的多くの上器か出土し

ており、本住居跡の埋没年代を知る手かかりを得ることかできる。床面出土の上器で特徴

のわかるものは、土師器甕 IB類とした胴部外面か縦方向にヘラケスリされた長胴甕 1点

のみてある。堆積土出土のものには土師器杯IA3類(l点）、 IIA類(3点）、 IIE類(2点）、

II F類(1点）かみられ、量的に内黒の I類よりも非内黒の II類か多い。 I類はすべて栗囲

式とみられるものである。また、土師器甕には胴部外面かハケ目調整された長胴甕(IA類）

や胴部外面かヘラケズリされた長胴甕(IB類）かみられる。須恵器杯には底部全面と体部

下端に手持ちヘラケズリを施したものか 1点ある。

SI 175住居跡からは床面直上の薄い堆積土中から比較的多量の土器か出土しており、こ

れらは本住屈跡廃絶直後の年代を示すものと考えられる。土師器杯には内黒の I類か 4点、

非内黒の IIC類か 1点ある。 I類はすべて栗囲式とみられ、器形かわかる IA類のものは

観音沢遺跡出土のものに特徴か近似している。須恵器杯には IIA類としたヘラ切り無調整

のもの、 IIB 1類としたヘラ切りで底部周縁に手持ちヘラケスリを施したもの、 NC2類

とした底部全面と体部下端に回賑ヘラケスリを施したもの、の 3点かあり、これらの特徴

および器形や法量は日の出山窯跡や木戸窯跡出土の杯にぎわめて類似している。

以上述べた 3住居跡出土の土器は、土帥器杯で内黒の I類と非内黒のII類か共伴し、杯

I類はすべて栗囲式とみられる点で共通しており、さらに S1168とSIl 70に土師器杯 IA 

3類か、 Sl168とSIl 75に日の出山窯跡や木戸窯跡出土のものと類似した須息器杯が共通

してみられることなどから、時期的に大ぎな隔りはなかったものと考えられる。これらの

年代は、日の出山窯跡と木戸窯跡かともに多賀城の創建且を焼成した窯であることから 8

世紀前半頃と推定される（註 4)。

なお、検討を加えなかった他の住居跡出上の土器もこれらの住居跡出土のものに類似し

ており、はは同時期のものとみられる。

つぎに SK189土坑出土の土器について検討する。

SK189土坑からは多量の土器か出土している。土師器で器形の判明するものには、 IB 

2類とした内黒て口緑部外面かヘラミガヤ調整された丸底気味の杯かあり、これは国分寺

下層式とみられるものてある。須恵器杯には IIA類としたヘラ切り無調臀のもの、 IIIA類

とした糸切り無調整のもの、 NCl類とした底部全面に回転ヘラケスリを施したものかみ

られ、量的には IIA類か10点、 IIIA類か 2点、 N C1類か1、点でIIA類か主体を占めている。

こういった底部の特徴とその出土傾向およひ各杯の器形や法量的な特徴は、志波姫町糠塚

遺跡第 1群土器（註 5)に共伴した須恵器杯や築館町伊沿城跡の S104住居跡（註 6)など出

土の須恵器杯と類似している。また、 SK189からはf本部下半に直線的な稜をもつ高台杯か
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6点出士しているか、これらと類似した器形の高台杯はやはり伊治城跡の SI25住居跡（註

7)などから出土している。ところで、伊治城跡の SI04・SI25住居跡出土の土師器はいず

れも非ロクロ調整の土師器杯と非ロクロ調整の甕およびロクロ調整の甕か共伴するといっ

た特徴をもつものであり、その年代は 8世紀末頃と推定されている（註 7)。SK189出土の

上師器にはロクロ調整のものは全くみられないことから、やはりロクロ調整の土師器を全

く含ます、伊治城跡の土器群よりも若干古い様相をもつ糠塚遺跡第 1群土器に近い時期の

ものと考えられ、年代的には 8世紀後半頃とみることかできる。

これまでの検討により、 C期の遺構には 8世紀前半頃とみられる多数の竪穴住居跡と、

これらと年代を異にする 8世紀後半頃とみられる SK189土坑か含まれていることになる。

したがって、 C期は 8世紀前半の C1期と 8世紀後半の C2期に細分して把握することか

妥当と考えられる。

最後に、重複関係では属する遺構期か不明であった⑤土坑と、①の SB160A・B建物跡に

ついて検討してみたい。

⑤土坑とした SK184・ 185 ・ 188は平面形、規模、形態、堆積土に強い共通性かみられる

ことからはば同時期に掘り込まれた同じ性格をもつ土坑と考えられる。遺物は SK184とS

Kl88から比較的多量の土器が出土している。 SK184土坑出土の土師器には内黒のI類か 8

点と非内黒のII類が 4点あり、 I類はすべて栗囲式のもので、 II類には口縁部か直立する

IID類がみられる。 SK188土琺からは栗囲式とみられる土師器杯 I類か23点出土している

はか、須恵器杯には IB 2類とした静止糸切りで底部周縁と体部下端に手持ちヘラケスリ

を施したもの、 NB2類とした底部全面と体部下端に手持ちヘラケズリを施したもの、 N

C 2類とした底部全面と体部下端に回転ヘラケズリを施したものか各 1点ある。これらの

うち IB 2類は多賀城の創建瓦を焼成した日の出山窯跡に普遍的にみられる特徴の杯であ

り、 NB2類の杯の器形や法鼠も同窯跡出土のものにぎわめて類似している。したかって、

SK188土坑は竪穴住居跡群と同様に 8世紀前半のものとみることができ、 SK184・185も含

めて⑤の土琺は C1期に位置づけることか妥当と考えられる。

①の SB160建物跡では古い方のA建物跡の柱穴埋土から少量の土師器・須恵器片と共に

須恵器蓋が 1点出土している。この須恵器蓋は頂部か周縁部より若干高まる扁平な擬宝珠

形のつまみをもち、天井部か回転ヘラケズリ調整を受けて平坦になっており、体部は斜め

に直線的に下降して口縁端で直角に折れ曲かる器形のものである。こういった特徴をもつ

蓋は糠塚遺跡の第 1群土器を出土する第13号住居跡、伊治城跡 SI04住居跡、大衡村亀岡

遺跡第 1号住居跡（註 8)などヘラ切り無調整の須恵器杯を主体とする 8世紀後半～ 9世紀

前半頃とみられる遺構から出土しており、本建物も 8世紀後半以降に建てられたものと考

-56-



えられる。また、新しい方の B建物跡の柱穴埋土からは比較的多量の土師器片や須恵器片

が出土しているか、土師器にはロクロ調整のものは全くみられない。ロクロ調整の土師器

は伊治城跡の調杏により、 8世紀末頃に出現することか知られており（註 7)、 9世紀以降

杯類はすべてロクロ調整のものになることを考慮すれば、 SB160B住居跡はロクロ調整の

土帥器か出現する前に建てられた可能性か強いとみることもできる。なお、今回の小館地

区の調企ではロクロ調整の土師器は 1点も発見されていないことから、この地区にはロク

ロ土師器出現以降の古代の遺構ははとんどなかったものと考えられる。

以上により SBl60A建物は 8世紀後半以降、これを建て替えた SB160B建物はおおむね

ロクロ土師器か出現する 8世紀末以前に構築されたものとみることがでぎ、 SB160A-B建

物跡の年代は 8世紀後半頃と推定することか可能であろう。したかってcのSB160A-B建

物跡は SK189土琺と同じ C2期に位置つけることか妥当と考えられる。

これまで述べてきたように、 C期については、 C1期の竪穴住居跡群と①土琺か 8世紀

前半頃、 C 2期のc土坑と④建物跡か 8世紀後半頃という年代を推定することができたか、

A期、 B期については出土遺物か少ないため、年代を限定できなかった。しかし、これら

はいすれも栗囲式期に属し、 C1期に先行するものであることから、 7世紀末から 8世紀

初頭頃にかけての年代を推定しても大きな誤りはないものと考えられる。

小館地区で検出したすべての遺構について遺構期ごとにまとめ、年代をホすと第11表の

i 遺 構
遺構 期 年 代

i掘立柱建物跡ー［I竪穴住居跡 土 坑 I 溝・土塁

SBlSl. sn l53 I SK l?8 ［ 

A 期 SB158・ SB159 SK186 (7世潅じ末以降）

SK187 

SB 152 ・ SB 157 

B 期 ！ SB154 ・ SB161 

SB!55 ・ SBl56 

.”“9 9』-• 一・ ~ ~ 

！ 

i 
Sll62 ・ Sll68 ・ Sll74 SK184 

S!163・ Sl169・ Sl!75 SK188 

C 1期
I Sll64 ・ Sll70 ・ Sll76 

Sll65 ・ Sll71 ・ Sll77 

SK185 
8世紀前半頃

S1166 ・ S1172 

I S 1167 ・ S 1173 
ト—- ----— ~- I 

C 2期 ； i SB160A・B SK189 8世紀後半頃

SX190 

D 期

！ i 

SD179 ・ SD181 中 世

SD180 ・ SD182 

第11表小館地区遺構期
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ようになる。

(3) 小館地区の性格

今回の小館地区の調査のおもな目的は、土Lの散布により想定された城内地区第II期に後

続する官衛中枢部を検出することと、その前後の時期におけるこの地区の使われ方を究明

することにあった。調査の結果、この地区には 7世紀末頃以降 8冊紀後半頃まで、 A期：

掘立柱建物跡群・土坑群→ B 期：掘立柱建物跡群→ C 期：腎穴住居跡群•土坑群→ C 2期

：掘立柱建物跡・土坑、といった遺構の変遷かみられ、中世の D期には大崎氏の居城に関

わる土塁や溝か構築されていたことか判明した。このうち掘立柱建物跡は A期、 B期、 C

2期にみられるか、いすれも小規模な建物跡て、その配置にも、特にJt圃性は認められな

かった。したかって、各遺構期ともにこの地区か官術の中枢部であったとは考えられす、

想定された官街中枢部は、すでに大ぎく削平を受けている陸羽東紺より東側の地区に存在

していたものとみられる。しかしなから、今回の調査て罰述したような遺構の変遷を把擢

し得たことは、本遺跡の全容を解明するうえでは大ぎな成果てあったと考えられる。特に

C 2期を除く各時期に掘立柱建物跡か存在したことは、この地域が少くともこれらの期間、

官術域の一部として機能していたことを示すものてあり、第 1次・ 2次調査の城内地区の

成果と合わせて本遺跡の官街の分布を年代的に把捏する手かかりを得たと言える。また、

各期の遺構か示すように遺構の構成か時期によって異なることから、本地区の性格も年代

によって変化していったことかうかかえる。各期かどういった性格のものであったかにつ

いては、来年度も本調杏区の隣接地を調査する予定であり、その成果をまって、第 1次・

2次調査との関連も考慮し、総合的に検町］してゆぎたい。

2. 内館地区

内館地区の調査は、この地区の畑地に多量の炭化米か散布することから倉庫跡の存在か

予想されたため、その解明を目的として実施したものである。調査の結果、この地区では

柱列 1、竪穴住居跡 1、土坑 2、溝10などか検出された。以下、順に検討してゆく。

S 1197住居闘については、北半部を検出したのみてあり、大部分か調脊区外にあるため、

一部の断ち割りぃ—こ：行ったか、精査は実施していない。したかって、規模・構造や正確

な年代は不明である。

SD203溝は SA208杜列跡、 SD202 • 204 ・ 207溝と重複しており、これらのいすれよりも占

い。この溝の堆積土上層には宮城県北部に広く分布し、 10世紀前半頃に降下したと考えら

れている灰白色火山灰層か認められることから、その年代は10世紀前半以前のものとみる
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ことかでぎる。

SA208柱列跡は東西 3間分を検出したのみであり、その性格は不明である。年代は柱穴

か前辿の SD203溝の堆積土上面から掘り込まれていることから 10世紀前半以降とみられ、

後辿する中世と考えられる SD204溝によって壊されていることから、古代末ないし中世と

推定することかでぎる。

SD198は SI197{主居跡より新しい小規校な溝で、堆積土中に灰白色火山灰をブロソク状

に含むことから 10世紀前半以降のものと推定されるか、出土遺物かなく年代は限定でぎな

し‘。

SD200・202。205は方向・規模・堆積土か共通する小規模な溝であり、 SD202がSD203よ

り新しく、後辿する中世とみられる SD204よりは古いことから、これらは古代末ないし中

朧の遺構と推定される。

SD207は他の溝とは方向を異にする小規校な溝てあり、前述の SD202より新しく、 SD

204よりは古いことから、 SD202と同様に古代末ないし中但の遺構とみられる。

SD195 ・ 199 ・ 204 ・ 206は方向が一致する比較的大規模な溝て、 SD204かSD203溝より新し

く、さらに SD195から青磁皿や中世陶器片、 SD199とSD204からは石臼の破片か出土して

いることから、小館地区の溝と同様に中世の名生城に関わる内館地区の区画溝と考えられ

る。

SK20]は中世とみられる SD196溝より新しい溝状の土坑で、年代は中世ないし近世以降

のものと推定される。この土琺の堆積土上層には多量の炭化米が含まれており、内館地区

に広く散布する炭化米はこの時期の遣構に含まれていたものである可能性がきわめて強い

ものと思われる。

以上のように、内館地区では古代の竪穴住居跡・溝、古代末ないし中世の柱列や小規模

な溝、中世の名生城に関わるとみられる比較的大規模な溝、中世以降とみられる土坑など

を検出した。今回は小範囲の調査にとどまったため、これらの遺構の解明には今後この地

区についてさらに調在を行う必要があろう。

なお、本調査の契機となった炭化米については、調査の結果、前述したように古代の倉

庫に起因するものなどではなく、中世以降のものと考えられる。

註 1 宮城県教育委員会『日の出山窯跡群』宮城県文化財調査報告書第22集 1970 

註 2 桑原滋郎・辻秀人『長根窯跡群III』涌谷町教育委員会 1976 p.20 

吐 3 加藤道男・阿部博志「(3)観音沢遺跡」宮城県文化財調査報告書第72集『東北新幹線関係遺跡調

在報告書ー N-』1980 pp.131-349 
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註 4 多賀城の創建年代は養名年間から神亀年間頃と考えている。

宮城県多賀城跡調査研究所『多賀城跡 政庁跡本文編』 1982 

註 5 小井川和夫・手塚均「(1)糠塚遺跡」宮城県文化財調査報告書第53集『宮城県文化財発掘調査略

報（昭和52年度分）』 1978 pp.44-198 

註 6 宮城県多賀城跡調査研究所『伊治城跡 I』多賀城関連遺跡発掘調査報告書第 3冊 1978 

註 7 宮城県多賀城跡調査研究所『伊治城跡II』多賀城関連遺跡発掘調査報告書第 4冊 1979 

註 8 東北学院大学考古学研究部「第 1部 亀岡遺跡発掘調査報告」 『温故 第12号』 1979 pp.1-143 
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図版 1

上：小館地区全景（北から）

下：小館地区全景（北から）



図版 2

上：調査区南半部

（北から）

中：調査区中央部

（北から）

下：調査区北半部

（北から）



図版 3

上： SB154建物跡

（北から）

中： SB155建物跡

（北から）

下： SB157建物跡

（北から）



図版4 上：調査区南端部の遺構の璽複状況（東から）

下： SB160A・ B建物跡、 SD182・ 183溝（東から）



図版 5

上： SB160A・B建物跡東妻

（南から）

中： SB160A・B建物跡西妻

（南から）

下： SB160B建物跡南西隅I

柱穴断面（北から）



図版 6

上 ：SI164竪穴住居跡

（西から）

中： SI168竪穴住居跡

（南から）

下： SI170竪穴住居跡

（南から）



図版 7

上： SI173竪穴住居跡

（南から）

中：同上カマド

（南から）

下： SI176竪穴住居跡

（西から）



図版 8

右上： SD179溝（南から）

左上： SD181溝（南から）

下： SD180溝（西から）



図版 9

上： SK184土坑

（西から）

中：同上断面

（南から）

下： SK186土坑断面

（南西から）



図版10

上 ：SK189士坑 （北から ）

下： SX190土塁断面 （東から）



図版11

上：内館地区全景（西から）

下： SI197竪穴住居跡（東から）



図版12

上： SD195大溝（北から）

中： SD199溝（北から）

下： SA208柱列、 SD203

・204・205・207溝

（北から）
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図版13

1．須恵器杯（第13図 1)

2．須恵器杯（第19図 9)

3．須恵器杯（第19図10)

4．須恵器杯（第19図 8)

5 5．須恵器杯（第15図 3)

6．須恵器杯（第19図4)

7．須恵器杯（第 1層）

8．須恵器杯（第12図 7)

9．須恵器杯（第19図 6)

10．須恵器高台杯（第19図14)

11須恵器蓋（第 8図 1)

6 
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図版14

1．土師器杯 （第18図 1)

2．士師器杯 （第20図 2)

3．土師器杯 （第12図3)

4．土師器杯（第20図10)

5．土師器杯（第15図5)

6．土師器鉢 （第12図3)

7．土師器椀 （第15図6)
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図版15

上：小館地区出土の土師器（在地系）

下：小館地区出土の土師器（関東系）
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図版16

L金環 (SK187)

2墨書「市」須恵器杯底部

（第19図13)

3．円面硯（第 1層）

4紡錘車（右 ：第1層

左 ．．第 2層）

5．砥石 (SI197)

: ：世陶i:：三，9：)）1)|i
9．金属製品（小館地区）
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